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道
成
寺
道
行
考

序
章

『
道
成
寺
』
と
い
う
題
名
は
、
能
楽
、
歌
舞
伎
舞
踊
な
ど
を
通

し

て
広
く
庶
民

に
知
ら
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。
享
保
一
六
年
‘
『（

一

七
三
一
）

に
『
傾
城
道
成
寺
』
と
し
て
完

成
さ
れ
て
以
来
、
数

々

の
道
成
寺

が
生

ま
れ
、
中
で
も
特
に

’『
京

鹿
子
娘
道
成
寺
』
は
、

そ
の
圧
倒
的

な
人
気
と
共
に
今
日

ま
で
伝
承

さ
れ
演
じ
続
け
ら
れ

て
い
る
。

と
こ
ろ

で
延
享
元
年
（
『

七
四
四
』

に
初
演
ざ

れ
。た
、

長

唄

『
百
千
鳥
娘
道
成
寺
』
で
は
、
モ

の
道
行
に
宮
古

路
節

の
『
駒
鳥

騨

関
札
』

が
使

わ
れ

た
。
以

来
、
道
成
寺
舞
踊
に
お
い
て
は
、
そ
の

道
行
に
独
立
し

た
曲
節
（

常
磐
津
、
富
本
等
ｙ

が
用
い
ら
れ

る
よ

う
に
な
っ
た
。
宝
暦
三
年
（

一
七
五
三
）

に
初
演
さ
れ

た
、
長
唄

『
京
鹿
子

娘
道

成
寺
』

に
は
、
竹
本
節
の
道
行
が
、

ま
た
天
明
三

年
（

一
七
八
三
）

初
演

の
、
長
唄

『
東
鹿
子

娘
道
成
寺
』
の
道
行

石
　
井
　
洋
　
子

に

ゆ
、
常
磐
津
節
の
『
　
媚
　

千
種

錦

檜
』

が
、
’
寛

政

九

年

（
一

七
九
七
）
に
演
じ
ら
れ
た
長
唄

『
江

戸

紫

娘
道

成

寺
』

の
道
行

に
は
、
富
本
節
の
『
咲

初

花

振

袖
』

が
上
演

さ
れ
て

い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。‥、

＼
　
　

ド
ユ

本
論
文
は
、
右
の
四

種
の
道
行

の
他

に
、
享
和
二
年
（
一
八
〇

二
）
初
演

町

長
唄
『
緋
爾

凱
ぎ
道
成
寺
』（
苧

）に

紅
け
る
竹
本

節

の

『
道

行

面

影

草

』（
注
2

ド

文

化

元

年

（

一

八

〇

四

）

初

演

の

長

唄

『
花

優

鹿

子

道

成

寺

』

に

お

け

る

常

磐

津

節

の

『

道

行

面

影

辨

』
、

天

保

三

年

（

一

八

三

二

）

に

演

じ

ら

れ

た

長

唄

『

京

鹿

子

娘

道

成

寺

』
に

お

け

る

常

磐

津

節

の

‘’『

道

行

丸

い

字

』（
注
3

）
、
△

ま

た

『
道

成

寺

』
、
と

全

く

同

類

の

も

の

と

考

え

ら

れ

る

宝

暦

九

年

‘・（

一

七

五

九

）（
注
4

）
9

『

九

州

釣

鐘

岬

』

に

お

け

る

竹

本

節

の

一
　
　
　
　
　
　

『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i

道

行

『
江

戸

み

や

げ

所

作

事

』
、

の

四

種

を

加

え

、
都

合

八

種

の

道

行

を

も

と

に

、

歌

舞

伎

舞

踊

に

お

け

る

道

政

寺

道

行

の

成

立
－

展

開

を

述

べ

、

道

成

寺

道

行

の

日

本

舞

踊

史

的

意

義

に

つ

い

て

考

え

よ

う

と

す

る

も

の

で

あ

る

。



て
い

蛇
や
害
を
遁

れ
む
と
欲
へ
り
。
諸
僧
集
会
し
て
、゙
こ
で

1
4
　’一
　
4
l

コ
／
i
．
ミ

ヽ

、”；

’、。
。

。
　
j
　

。

。
　
　
　

。。
‐。

、
　
　
　
・

す

、
　

｀
　。

訃

り

、

大

き

な

る

鐘

を

取

ぴ

て

、

件

り

僧

を

鐘

の

内

に

寵

め

居

ゑ

て

、

堂

の
門

を
閉

ざ

し

め

つ

。

時

に

大

き

な

る

蛇

道

成

寺

に

追

ひ

来

り

て

、
‘（
注
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ

ま

た

、
「
元

亨

憚

書

」

に

は

次

の

よ

う

に

記

述

さ

れ

て

い

る

。

婦

聞

大

怨
瞑

。
乃

入
y
室

不
y
出

。

経
ｙ
宿

為
y

蛇

。

長

二

丈

蝕

。

出

‘
宅

赴
ｙ
途

。
馳

而

過

。
（
中

略

）
珍

思
二
女

化
一
。
急

馳

入
二
I

寺

‘
。

寺

名
二

道

成
一
。

告
y
衆

乞
い
救

。

衆
1
　
議

。
下

二
大

鐘
一
。

置
二

堂
一
。

納
二
珍

鐘

－120  ふ

第
一
章
　

道
成
寺
道
行
の
成
立

舞

踊

に

お

け

る

道

成

寺

の

道

行

は

、

能

の

『
道

成

寺

』

の

道

行

の

部

分

。

月

は
程

な
く

入

り

潮

の

。
月

は

程

な

く
入

り
潮

の
、

煙

満

ち

来

る

小

松

原

’。
1
　
　々

心

か
ま

だ

暮

れ

ぬ

、

日

高

の
寺

に
着

き

に
け

サ

、∇
日

高
め

寺

ノ

に
着

き

に
け

り

。
（
注
5
）

を

、

基

盤

に

し

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

。

で

は

能

の

『
道

成

寺

』

の

道

行

の

部

分

は

、

何

を

基

盤

と

し

て

作

ら

れ

た
・の

か

、

文

献

に

見

ら

れ

る

道

成

寺

伝

説

の

類

を

、
万
九

重

左

近

氏

ひ

～「
江

戸

近

世

舞

踊

史

？

に

よ

り

な

が

ら

、

古

い

順

に

探

っ

て

み

た

い

と

思

う

。

道

成

寺

に

幸

つ
お

る

伝

説

は

八

長

久

四

年

（

一

〇

四

三

）

に

完

成

さ

れ

た

「
大

日

本

国

法

華

経

験

記

」

の

「

第

百

廿

九
　

紀

伊

国

牟

婁

郡

の

悪

し

き

女

」

の

条

に

、

は

じ

め

て

み

ら

れ

る

。

そ

の

後

、
「
今

昔

物

語

集

」

に

は

「
紀

伊

国

道

成

寺

僧

写

法

花

救

蛇

語

第

三

」

と

し

て

、

ま

た

元

亨

二

年

（

一

三

二

二

）

に

撰

述

さ

れ

た

コ
冗
亨

憚

書

」

に

は

、

巻

十

九

に

、
「

憚

安

珍

。

研

一
鞍

馬

寺

こ

と

し

て

、
「
法

華

験

記

」

と

ほ

と

ん

ど

同

じ

話

が

記

載

さ

れ

て

い

る

。

た

だ

「
元

亨

憚

書

」

に

い

た

っ

て

、

僧

の

名

が

安

珍

と

さ

れ

、

鞍

馬

寺

の

僧

で

あ

る

、

と
・
さ

れ

て

い

る

と

こ

ろ

が

、

他

と

異

な

る

点

で

あ

る

が

、

こ

れ

ら

の

伝

説

の

梗

概

は

次

の

と

お

り

で

あ

器
。
＜
年
老
い
た
僧
と
、
年
若
く
美
貌
0

僧

が
熊
野
詣
に
来
で

、
お
る

寡
婦

の
家

に
宿
を
借
り
る
。
夜
寡
婦

に
言
い
寄
ら
れ

た

若

い

僧

は
、
仕
方
な
く
熊
野
詣
の
帰
り
道
に
は
女

の
言
葉

に
従
う
、
と
。い

う
約
束

を
し
て
家
を
出
る
。
し
か
し
僧

は
、
約
束

を
破
り
女
の
家

に
寄
ら
ず

に
帰

う
て
し
ま
う
の
で
、

怒
っ
た
女
は
毒
蛇
（
注
6）
と
化

し
僧

の
後
を
追
い
、
道
成
寺
の
大
鐘
に
逃

げ
隠
れ

た
僧
を
焼
き
殺

し
て

し
ま
う
。
　
　

レ
　

上
　
　
　
。

こ
の
女

が
毒
蛇
と
化
し
、
道
成
寺
へ
行

く

部

分

は
「
法
華
験

記
」

に
次

の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る
。
　
　

ハ

女
こ

の
こ

と
を
聞
き
て
。、
手
を
打
ち
て
大
き
に

る
舎

に
入

久
、
寵
居
し
て
音
な
か
り
き
。
即
今

肌

り

ｙ

家

に

還

り

で

隔

い
つ
ひ

ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＼

五

尋

の

大

き

な

る

毒

蛇

」

と

を

議

一
　
　

｀
　
．
い

‘

の

身

と

成

り

て

、

こ

の

僧

を

追

ひ

行

け

り

。

（

中

略

）

二

の

僧

聞

き

了

・
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
I
　
　
　

一
　
　
　

一
　
　
　
　
　
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

／

へ

て

定

め

て

知

り

ぬ

、

こ
0

　女

、

蛇

と

成

り

て

我

を

追

ふ

な

り

と

。

即

も

早

く

馳

せ

去

り

て

、

道

成

寺

に

到

り

、

こ

と

の

由

を

・
寺

の

巾

に

啓

じ
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こ

唇

。
～
1

　閉

釜

一
で

。

已

躍

大

蛇

入
y

寺

。

（

注
8

）

こ

れ

ち

ゆ

貨

物

・
娯

率

い

て

女

皿

、

い

ず

れ

も

室

皿

閉

じ

こ

も

ヤ

て

蛇

と

化

け

い

佐

地
1

　

進

ん

で

道

成

寺

に

着

く

。

こ

」
の

点

が

次

に

述

べ

ゐ

道

成

寺

所

蔵

の

・
偏

道

成

寺

縁

起

糟

巻

」

と

大

貢

く

異

な

濁

点

で

あ

る

。

づ…
…

゛

ご・

ノ
　

～
。
　
　

ト
　
　
　
　

△

▽

　　　
J

「

日

本

檜

巻

物

全

集
1
8

」

八

角

川

書

店

）

‘ 。
所

収

の

「

道

成

寺

縁

I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
　
　
　一
　
　
　

一
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　`

起

檜

巻

」

、

及

び

梅

津

次

郎

氏

の

解

説

を

参

考

に

述

べ

る

と

、

と

の

「

道

成

寺

縁

起

捨

巻

」

七

は

、

前

書

で

は

二

人

で

あ

っ

た

僧

が

熊

野

参

府

の

た

め

に

奥

州

か

ら

旅

し

・で

き

た

若

く

美

し

い

僧

一

人

。に

た

り

、

今

書

で

寡

婦

と

書

か

れ

て

い

た

女

は

、

紀

伊

國

牟

婁

郡

員

砂

の

清

次

庄

司

の

家

の

女

房

と

な

っ

て

い

る

。

約

束

を

破

ら

れ

た

女

房

は

激

怒

し

て

、

な

ケ

ふ

り

か

宦

わ

ず

僧

を

追

い

か

け

る

。

上

野

と

い

う

所

で

、

僧

を

み

う

け

て

呼

び

か

け

る

が

、

僧

は

逃

げ

七

し

ま

ヶ

の

で

ヽ

女

は
S
　
　
　
　

｀
　
”
　
　
　
　
　

”
　

”`
　
　
　
　

”

’
‘
　
～
』“
　
　
｀
　̈
　
｀
　’
｀
　
ト
、

一
　
　
　
　
　
i
I
I
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　≒

士

己

れ

は

＼

と

こ
　

宦

て

く
　

や

る
　

宜

し

き
　

物

を

（

注
9

）

と

言

っ

て

ロ

が

ら

火

を

吹

き

、

上

半

身

蛇

体

と

な

っ

て

僧

を

追

い

か

け

る

。

日

高

川

の

岸

ま

で

逃

げ

た

僧

は

、

折

節

の

大

水

を

渡

舟

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
　
■

I
　
　
　
　
　
I

で

渡

り

、

船

頭

に

追

フ

て

く

る

女

を

渡

さ

な

い

よ

う

に

頼

む

が

、

女

は

、

着

物

を

脱

ぎ

捨

て

、

大

毒

始

（

注
1
0
）
と

な

っ

て

日

高

川

を

渡

っ

て

し

ま

う

。

道

成

寺

に

逃

げ

込

ん

だ

僧

は

、

釣

鐘

の

中

に

身

を

隠

す

が

、

追

っ

て

き

た

大

毒

蛇

に

よ

り

焼

き

殺

さ

れ

る

。

こ

の

捨

巻

は

、

「

法

華

験

記

」

や

ご

万

亨

評

書

」

な

ど

の

古

い

伝

説

に
｛
、

旦

局

川

と

い

う

新

場

面

を

設

定

し
｛
、
｝
よ

り

物

語

的

な

要

素

を

強

め
七

い

る

。

そ

し

て

日

高

川

を

大

毒

地

に

な

っ

て

押

渡

る

と

い

う

、

と

の

鮮

烈

な

場

面

が

、
▽
後

に
浄

瑠

璃

や

歌

舞

伎

に

取

り

‐
　
　
　
　‘、。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
、
J
　
　
一
　
　
　
　

一

入

れ

ら

れ

る

こ

と

に
た

る
I
の

で

あ

る

。・
　
　
　
　
　
　
　
　

～

ごと

こ

ろ

で

、

こ
Q

　
T
縁

起

給

巻

」

に

布

い

て

、

僧

は

焼

き

殺

さ

れ

骸

骨

に

な

り

果

て

る

が

、

鐘

は

そ

の

ま

ま

の

姿

で

残

さ

れ

る

’。

こ

れ

に
対

し

、

後

世

、

こ

の

給

巻

の

異

本

と

さ

れ

る

「

目

高
川

雙

紙

」
（

賢

學

草

子

）
で

は

、

鐘

は

、

蛇

と

な

っ

た

姫

に

微

塵

に

倅

か

れ

て

し

首

う

。

そ

し

て

賢

學

は

、

蛇

に

と

ら

え

ら

れ

、

旦

局
川

に

I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
J
　
k

深

く

沈

ん

で

行

く

。

ま

た

、

能

『
道

成

寺

』
に

は

、
「

鐘

は

す

な

は

ち

湯

と

な

っ

て

終

に

山

伏

を

取

り

終

ん

ぬ

」（
賃

）

と

書

か

れ

て

い

る

。

そ

し

て

鐘

を

再

興

し

た

場

面

か

ら

、

道

成

寺

に

ま

つ

わ

る

伝

説

の

後

日

物

語

と

し

て

、

ス

ト

ー

リ

ー

が

展

開

さ

れ

て

い

ぐ

の

で

あ

る

。
と

の

よ

う

に

、

諸

伝

説

か

ら

給

巻

へ

、

そ

し

て

能

へ

と

、

次

第

に

文

芸

性

を

高

め

、

変

化

、

発

展

し

、

今

日

に

至

っ

て

い

る

の

で

あ

る

。
　
　
　
　
　
　
I
　
I
I
4

さ

て

、

先

に

述

べ

た

古

伝

説

の

中

で

、

女

が

僧

を

追

っ

て

道

成

寺

ま

で

行

く

部

分

は

、

女

や

イ

メ

ー

ジ

に

か

な

り

の

違

い

が

み

ら

れ

る

が

、

激

し

い

恨

み

を

い

だ

い

て

道

成

寺

に

向

か

う

点

で

は

同

じ

で

あ

る

。

能

率

浄

瑠

璃

で

娘

に

し

た

の

は

後

に

蛇

身

を

見

せ

る

對

照

上

、一

▽
前

身

を

成

る

べ

く

若

く

且

つ

美

し

く

す

る

必

要

が

あ

っ

て

、

古
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傅
を
離
れ
て
仕

組
ん
だ
の
で
あ

る
。
（
注
1
2
）

と
高
野
辰

之
氏
は
書
か
れ
て
い

る
。
激
し
い
嫉
妬
に
燃
え
、

必
死

に
僧
（
男
）
を
追
い
か
け

道
成
寺

に
向
う
寡
婦
ま
た
は
女
房

、
美

し
く
妖
艶
な
中
に
も
無
気
味

さ
・
凄

さ
を
ひ
そ
ま
せ
道
成
寺
ま
で

や
っ
て
く
る
白
拍
子

。
恨
み

の
表
し
方

に
陽
と
陰
の
違
い
は
あ
っ

て
も
、
執
念
深
い
女
に
変

わ
り
は
な
い
。
こ
れ
ら
が
能
に

お
け
る

『
道
成
寺
』
の
道
行
、
ま
た
舞
踊

の
道
成
寺
道
行
に
種

々
の
影

響

を
与
え
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　

上

と
こ
ろ
で
、
j能

『
道
成
寺
』

の
道
行

を
基
盤
と
し
、
そ
れ
に
か

な

り

ふ

く

ら

み

を

持

た

せ

た

も

の

に

、

天

和

二

年

（

一

六

八

二

）

・
I

゛
　
　
　
　
　

／
　
・
・
　
　
I
　
k
r
s
4
　

｛

゛
　
　

！
　
　

’
　
　
　
　

ｓ

｀
　

・
　
ゆ
　－
　
1

｝

か
k
1

‐
』
―
　
I
　
ｓ

’
I
　

ＩＦ

に
刊
行

さ
れ

た
「
長
1　
こ
き
ん
し
う
」
所
収
の

『
道
成
寺
道
行
』

が
あ

る
。

ま
た
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）

に
刊
行
さ
れ
た

「
松

ひ
葉
」

に
は
、
式
部
節
（
注
1
3
）
と
し
て

『
道

成
寺
』
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
。
こ

の
式

部
節

『
道
成
寺
』

は
、
傾
城
が
主
人
公
に
な
っ
て

お
り
、
九
重
左
近
氏
も
、

道

成
寺

を
傾
城
で
勤
め
た
の
は
「
松

の
葉
」ｙ
所
載
「
し
き
ぶ
ぶ

し
道

成
寺
」
で
、
清
姫
の
怨
露
を
純
然

た
る
傾
城

に
し
た
も
の

で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
最
初
で
有

る
と
思

へ
る
。
（
注
1
4
）

と
述
べ
て

お
ら
れ

る
。
七

の
式
部
節
『
道
成
寺
』一
が
、
享
保
一
六

年
（
一
七
三
一
）

に
初
演
さ
れ
た
『
傾
城

道
成
寺
』

に
大
き
な
影

響
を
与
え

た
と

と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ

る
と
思

う
。

次

忙
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詞
章
を
挙
げ
て
み
る
。

「
長
1　

こ

き

ん
’し

う
」

所

収

『
道

成

寺

道

行

』

つ
く
り
し
罪
も
消
え

ぬ
べ
ぎ
、
鐘
の
供
養
に
參
ら
ん
と
、
む
ろ
　
こ
ほ
り

室

の

郡

を

立

出
で
て

、
願
ひ

も
み
つ
の

お
山
に
、
も
し
も
夏

に
や
あ
る
ら

ん
と
、
思

ひ
ま
は
せ
ば
小
車
の
、
や

る
方
も
な
き
我
が
思

ひ
、
我

に
う

か
り
し
人

々
に
、
忽
ち
む
く
い
を
見
す
べ
き
と
、
迷
ひ
の
雲

に
か
く
さ
れ
て
、
月

は

程

な

く

入

り

し

ほ

の

、

煙

み

ち

く

る

小

松

原

、

急

ぐ

心

か

ま

だ

く

れ

へ
　
　
　
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
　

ノ
　
″

ぬ

、

日

高

の

寺

に

ぞ

着

き

に

け

る

。

（

注
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

「

松

の

葉

」

所

収

、

『

道

成

寺

』
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

…

…

作

り

し

罪

も

消

え

ぬ

べ

し

、

鐘

の

供

養

に

參

ら

ん

、

み

づ

か

ら

と

申

す

は

、

そ

も

泊

り

定

め

ぬ

忍

び

妻

、

紀

の

路

の

奥

に

住

み

馴

れ

し
S

ノ

人

の

心

を

慰

む

る

、

白

拍

子

の

鼓

ぐ

さ

な

る

瀧

川

の

流

れ

の

身

、

道

成

寺

の

み

寺

に

は

、

鐘

の

供

養

の

あ

る

よ

し

を

、

皆

人

ご

と

に

ゆ

ふ

ま

ぐ

れ

、

月

は

程

な

く

入

り

し

ほ

の

、

さ

し

て

我

が

身

の

罪

咎

も

、

報

は

ん

こ

と

の

嵐

ふ

く

、

三

室

の

山

の

も

み

ぢ

葉

の

色

に

染

め

に

し

あ

だ

衣

の

薄

か

ら
ざ
り
し
さ
ん
し
う
の
罪
恐
ろ
し
く
、
こ
と
に
又
罪
業
ふ

か

き
川

竹

の
、
ひ
と
夜
ば
か
り
の
手
枕

に
、
人

の
罪

を
も
身
に
受
け
て
、
永

き
闇

路
や
黒
髪
の
、
み
だ
れ
心
や
結

ぼ
れ
て
、
け
ぶ
り
満
ち
来
る
小
松
原

、

い
そ
ぐ
心
か
ま
だ
暮
れ
ぬ
、
日
高

の
寺

に
ぞ
着
き
た
ま
ふ
。（
注
1
6）

第

二

章

で

具

体

的

に

考

察

し

よ

う

と

す

る
道

成

寺

道

行

の

詞

章

、

趣

向

は
、

能

の

『
道

成

寺

』

の

道

行

を
基

盤

と

し
、

ま

た

「
長

班

こ
き

ん
し

う

」
、
「
松

の

葉
」

な

ど

の
詞

章

の
影

響

を

受

け

て

成

立

し

た
と

考

え

ら

れ

る

。

し

か

し

、
モ

の
最

も

根

本

的

な

と

こ

ろ

に

は
、

古

来

か
ら

伝

承

さ

れ

て

き

た

「
法

華

験
記

」
「
今

昔

物
語

集
」
「
元

亨

憚

書
」
「
道

成

寺

縁

起
給

巻

」
¨
な

ど

の
精

神

が

、〈
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今

な
お
息
づ
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ

第
二
章
　

道
成
寺
道
行
の
展
開

L
　

道

政

寺

道

行

の

上

演

と

そ
の

評

価

本

章

は
、

序

章

で

述

べ

た

八

種

の

道

成
寺

道

行

に

つ
い

て

、

詞

章

、

趣

向

な

ど

の
観

点

か
ら

考

察

を

試

み
ょ

う

と

す

る
も

の
で

あ

ゐ

が

、

ま

ず
I

と

し

て

、

上

演

と

そ

の

評

価

に

的

を
絞

り

、

そ

れ

ぞ

れ

の

特

色

を
検

討

し

た
い

。

な

お

記

述

す

る

に

あ

た

ケ

、
「
歌

舞

妓

年
代

記

」
「
江

戸

芝
居

年
代

記

」（
注
1
7）「
歌

舞

伎

年

表

」「
近

世

邦

楽

年

表
」

等

を
参

考

に

し

た

。

万

延

享

元

年

【

】
七
四

四

）

二

月

一

五

日

よ

り

中

村

座
（
注
1
8）に

お

い
て

宮

古

路

節

の

『
駒

鳥

懸

関

札

』

が

壽
狂

言

『
太

平

の

綱
引

』

の
二

番

目

に
上

演

さ

れ

た

。

こ

の

『
駒

鳥

懸

関

札

』

は

、

序
章

で

も
述

べ

た
と

お
り

、

長

唄

『
百

千

鳥

娘

道

成

寺

』
（
『
さ

な

き

だ

道

成
寺

』
）

の

道

行

で

あ

る
。

】
般

に
舞

踊

に
お

け

る

道
行

は

花

道

に

お

け

る
所

作

の
み

で

本

舞

台

ま
で

道
行

が
続

く

と

い

う

こ

と

は

一
な

い

。

つ

ま

力
道

成

寺

道

行

は

花

道

で
行

な

わ

れ
、

本

舞

台

で

は

行

な

わ

れ

な

い

の

が
普

通

で

あ

る
。

こ

の

時

の

役

者

は
、
初

世

瀬

川

菊

之

丞

で
、

役

は
舞

姫

風

流
望

月

で

あ

う
た

。

菊
之

丞

の
他

に
は

、

大
谷

鬼

治
、

玉

洋

才

治

郎

が

出

演

し

て

い

る
。

ま

た
地

方

は

、

宮

古

路

文
字

太
夫

い

宮

古

路

志

妻

太

夫

、
三

絃

佐

々
木

幸

八

と

い

う

組

と

、
宮

古

路
加

賀

太

夫

、一

宮

古

路

敦

賀

太
夫

、

三

絃

竹

洋

平

八

と

い

う

組

が
一

日

交

替

で

つ

と

め
て

い

る

。

こ

の
時

の
評

判

は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

いヽ

夫

よ

り

菊
之

丞

お

つ

か
け

箱

根

の

鐘

供

養

に

て

、

道

成
寺

の
所

作

大

評

判
天

営

り

。（
注
1
9）
　

＜・
ご
　
　
　
上

鐘

供

養

古

今

大

営
」り

。
瀬

川

家
一

腱

尹

し
｛「
道

成
寺

」

の

始

也

。（
注
2
0）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宍

と

あ

り
、

こ

の
道

成

寺

が

大

好
評

を
博

し

た
こ

と

を

述

ぺ

て

い

る

。

こ

れ

は
道

成

寺

全

体

の

評
判

で

あ

る

が
、

こ

の

中

に

道

行

の

評
判

も
含

ま
れ
て
い
る
恚
考
え
ら
れ
る
。
こ
0

『
百
千
鳥
娘
道
成

寺
』

は
、
享
保
一
六
年

二

七
三

↓
）

に
、

初
世
瀬
川
菊
之
丞
が

上
演
し
て
大
成
功

を
収

め
た

『
傾
城
道
成
寺
』

を
菊
之
丞
が
再
度

改
定
し
上
演
し
た
も

の
で
あ
り
、
配

役
は
傾
城
か
ら
舞
姫

に
変
え

ら
れ
て
い
る
。
先
に
も
述

べ
た
と

お
ひ
、
道
行
に
本

舞
台

に
お
け

る
曲
節
（
長
唄
）

と
は
異

な
る
曲
節
（
宮
古
路
節
）

を
用

い
た
の

は

、
こ
の
曲
が
は
じ
め
て
で
あ

る
。』

」
れ
が
も
と
に
な
り
、〈
以
後

上
演

さ
れ

た
道
成
寺
の
道
行

が
、
す

べ
て
本
舞
台
と
は
異
な
る
曲

節

を
用

い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
、
本
曲
の
舞
踊
史
的
意

義

は
大
な
る
も
の
が
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

△
～

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
三
尺

盲

）
よ

り
、
中
村

座
ヤ

『
男
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伊

追

初

置

曽
役

』

の
三

番

目
（
貴

）
に

長
尹

『
京

良

子
1

　道

成

寺
ヤ

が

踊

ら

れ

た

。

こ

の
曲

に

は

、

竹

本

節

の

道
行

が

つ
き

、

初

世

中

村

富

十

郎

が

よ

こ
ぶ
・へ
に

扮

し

て

い

る

。

こ

の
道

行

の
正

本

拡

。

『
京
鹿

子

娘

道

成

寺

道

行

』（
注
2
3）
と

た

っ
て

お
り

、

長

唄

正

本

と

は

別

払
、
上
下

に
分

か
れ

て

い

。る

。『
注
2
4ヶ

尨

お
』、

版

元

は

『「
い

が

や

」（
注
2
5）
で

あ

る
。

地

方

は

、

浄

瑠

璃

、

豊
竹

折

太

夫

、

豊

竹

伊

惶

太

夫

、
三

味

線

、
竹

憚
東

五
郎

で

あ

っ

た
。

こ

の

時

の

評
判

は

。

「
大
営

。
。

春

狂

言

六

月

ま

で

大

人

大

営

。
」（
注
2
6）、
「
春

狂

言

六

月

十
日

迄

興
行

。

大

入

り

」（
注
2
7）
恚

あ

り

爆

発

的
人

気

を
得

た
こ

と

が

、
記

さ

れ
て

い

る
。

こ

の

道

成

寺

が

、
現

在

ま
で

受

け

継

が

れ

、
今

な

お
好

評

を
得

続

け

て

い

る
の

で

あ

る

。
＜

だ
　

て
　

は
っ
か

ひ
そ
　
μ

江
戸
で

大
営
り

を
と

っ
た
富
十
郎
は
、
宝
暦

九
年
（
一
七
五
九
）

】
二

月
二

二

旧
（
注
2
8）、
＜
大

坂

、

角

芝

居

（
座
元
中
山
文
七
）
『
九

州

鈎

鐘
岬

』

を
出

し

た
。
と

の

曲

ぺ

『
江

戸

み

や

げ

所

作

事

』

と

題

す

る

、
冊

本

節

の
道

行

と

、
『
江

戸

み

や

げ

ち

く

さ
結

び

』
恚
題

す

る

道

成
寺

の
所

作

事

と

か

ら

た

っ
て

い

る

。

こ

れ

ら

の

詞
章

は

、

宝
暦

三

年

の

『
京

鹿

子

娘

道

成

寺

』

及

び

、
モ

の

道

行

の
詞

章

と

、

ほ

と

ん

ど
同

じ

で

あ

る
。

地

方

は

、

浄

瑠

璃

・

豊
竹

林

太

夫

、

豊

竹

難

波

太
夫

、

三

味

線

、

露

沢

伊

三

郎

で

あ

っ

た

。

ま

た
、

こ

の

興

行

に

は
、
「
咲

く

か

ら

は
龍

頭

へ

と
X

け

山

桜

」
と

い

う

富

十

郎

自
筆

の

句

を

書

い

た
看

板

が

添

え

ら

れ

た
。
「
歌

舞

伎

年

表

ト
に

拉

、〈｛

暇

乞

の

所

作

看
板

に
襲

句

を
書

く

始

め

。と

め

狂

言
四

月

ま
で
績
ぐ
ご
と
、
＜
書

か
れ
て
い

る
ブ
評
判
に
関
し
七

は
、「

何
1
　
記
さ
れ
て
い
た
い
が
、
一
二
月

よ
り
四

月
ま
で
続
い
た
こ
と

か
ら
推
測
す
る
と
、
『
京
鹿
子
』
同
様
0
　　人

気
を
得
て

い

た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
噂
狂
言
作
者
は
、
並
木
正
三
、

富
十
郎
の
役
は
猟
師
灘
八
妹

の
お
み

つ
で
あ

っ
た
。
長

江
戸

み
や

げ

ち
く

さ
結
び
』
の
曲
節
に
関

し
て
ぽ

、
は

っ
き
サ
わ
か
ら
な
い

が
、
番
付

に
、
宮
古
路
大
隅
、
・
、宮
古

路
年
太
夫
等
の
名
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
宮
古
路
節
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
〈
　
　

十

六
　
J
」‘

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

か
た
び

ら
が

つ
じ

『

け

い

せ

い

帷

子

辻

』

八
月
二
一
日

よ
．り
市
村
座
に
お
い
て

の
二

番
目
に
上
演
さ
れ
た
長
唄

『
東
鹿
子

娘

道

成

寺
』

の
道

行

に
は

、

常

磐

津

節

の

＼『

媚

い
千

種

錦

絵

』

（
『
仲

蔵

道

行

』。）

が

使

わ
れ

、

白

拍
子

か

犬つ

ら

ぎ
（
住
2
9）に

は
、
初

世

中
村

仲
哉

が
扮

し
て

い
る

。

地

方

屁

恕

は

ご

常

磐

津
兼

太

夫

、へ

三

弦

岸

滓
古

式

部
、

鳥

羽

屋

里

長

、

上

調
子

岸

滓

九

蔵
、

鳥

羽

屋

里

桂

で

あ

り

、

ふ
り

付
（
畦
恩

は

、
西

川

扇

蔵

で

あ

？
た
で

な
お

版

元

は

、

い

が

や

勘
右

衛
門

で

あ

る
。

ま

た
、

本

曲

の

評

判

は

「
歌

舞

妓

年

代

記

」

に

次

の

よ

う
に

書

か

れ
て

い
る
？
j
　
］
　
　
　
1
”

＼

上

所

作

事

す

み

て

鐘

お
り

る
。

十

六

夜

坊

廣

次

名

月

坊

幸
四

郎

。

所

あ

っ
て

鐘

土

る

と

、

唐

い

し

や

う

に
で

天

竺

徳

兵

衛

と

は
服

の
名

誠

は

唐

士

の
臣

下

相

夫

官

と
名

帚

て

、

先

帝

太
子

を

抱

き

現

出

ゐ

、“
鱗

の
揃
7
0
捕

手

蛇
形

」に

な

ら

び
花

や

か
。

大

で

き

評

判

よ

七

プ
　

…

…
　

…

……
゛

＼
・
1

一

｛

…

…
…

三
ト
八
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曳
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
　
I
　

｀
　
≒
　
　
　
　
r
　
r
　

『
　
　
　

『
　
　
I
　
　
　
　
j

が
　
　
　
　
l

￥

ま

た

、

こ
0

　

曲

で

は

『
、

主

役

が

白

拍

子

か

っ

ら

ぎ

と

な

っ

七

お

り

、

先

に

上

演

さ

れ

た

『

傾

城

道

成

寺

』

や

『

駒

鳥

懸

関

札

』

、

『

京

鹿

子

娘

道

成

寺

』

等

に

お

け

る

『
、

傾

城

や

舞

姫

、

よ

こ

ぶ

へ

、

等

と

は

役

名

が

異

な

っ

て

い

る

　
　
0
　
　

…
…

次
に
、
『
け
い
せ
い
時
雨
楼
』

の
二
番
目

に
上
演
さ

れ
～
だ
『
江

戸

紫
娘
道
成
寺
』
の
道
行
に
つ
い
て
述
べ
る
。

こ
の
道
行

に

は

、
よ

敲
本

節

の

『

咲

初

花

振

袖

』

が

使

わ

れ

た

。

上

演

さ

れ

た

の

は

、

寛

政

九

年

（

一

七

九

七

）
、

四

月

六

日
（
注
3
2
）

か

ら

で

、

場

所

は

桐

座

で

あ

っ

た

。

ま

た

白

拍

子

楼

木

に

は

、

三

世

瀬

川

菊

之

÷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

丞

が

扮

し

て

い

る

。

地

方

は

、

富

本

豊

前

太

夫

、

富

本

大

和

太

夫

、

三

絃

名

見

崎

安

治

’

名

見

崎

市

十

郎

で

あ

っ

た

。

こ

の

時

の

■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
　
　
　
　
S

評

判

は

、

「

歌

舞

妓

年

代

記

」

に

、

「
所

作

大

評

判

也

」

と

あ

る

。

ま

た

「
歌

舞

伎

年

表

」

に

は

、

次

の

よ

う

に

書

か

れ

て

い

る

。

「

さ

な

き

だ

に

の

道

成

寺

」

は

、

古

人

菊

之

丞

よ

り

傅

爽

に

て

、

是

ま

で

仕

爽

り

侯

へ

ど

も

、
「

鹿

の

子

道

成

寺

」

ハ
ニ
此

度

初

て

と

い

ふ

ぽ

上

書

あ

り

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
　
　
　
‘”

¨

瀬
川
家
で

は
、
そ

れ

ま

で

に
、

寺
』
、
延

享
元

年
の
『
百
千
鳥
娘
道
成
寺
』
等

享

保

二

八

年

の

『

傾

城

道

成

^
7
　
i
U
_　
_
　　　　　
.
V
f
i
L
’
^^
　　
　^
m
/・

、

／
　
　
j

し

’

・

ｓ

が
演

じ

ら
れ
て
い

る
の
で
こ

れ
は
『
京
鹿
子

娘
道
成
寺
』

の
系
統
の
も
の

ぼ
、
今
回

が
ば
じ
ぬ
て

、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　

＼

こ
の
道
成
寺
で

は
、
白
拍
子

の
名
前
が
先

の
「
か
つ
ら
ぎ
」
に

変
わ
り
「
接
木
」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
白

白
子

に
「
複
木
」

と
い
う
名
前

を
使

っ
た
は
じ

め
て
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
道
成
寺

以

後
「
接
木
」

と
い
う
名
前
が
頻
繁
に
用

い
ら

れ
る
よ
う
に
な
る

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　一
　
　
d
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
三
月
三
日

よ
り
河
原
4
　
座
で
上
演
さ

れ
た

『
郭
公

相

宿

話

』
の
二
番
目
、
長
唄

『
結

倣

鹿

子

道
成

寺
』
の
道
行

に
は
、
竹
本
節
の

『
道
行
面
影
草
』
が
使
わ
れ
た
。

初
世
岩
井

粂
三
郎
が
白
拍
子
を
演
じ
て
い
る
。
地
方
は
、
竹
本
錦

太
夫
、
三
絃
野

洋
藤
吉
で
あ
り
、
評
判
は
「
何

れ

も

大
出
爽

。
」ノ

（
歌
舞
妓
年
代
記
）
で
あ

っ
た
。
な
お
、ニ

」
の
薗

成
寺
は
、
四

世

岩
井
半
四
郎

の
三
回
忌
追
善

の
た
め
に
行
な
わ
れ

た

も

の

で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

次
に
、
『
一
谷
瞰
軍
記
』
の
二
番
目
『
長
者

丸

鐘
鋳
桜
』・

に
お

い

て

上

演

さ

れ

た
長

唄

『
花

筥

鹿

子

道

成

寺
』

の

道
行

に

つ

い
て

I
　り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
j
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

述

べ
よ

う

。

こ

の
道

成
寺

に
使

わ
れ

た
道

行

は

、
常

磐

津

節

の

『
道

行

面

影

卿
』

で

あ

る

。
「
常
1　
種
　

人

之
巻

」

に

よ
れ

ば

上

演

さ
れ

た
の

は

、
文

化

元

年
｛

｝
八
〇

四

）

四

月

八
日

か
ら

で

あ

り

、

場

所

は

中

村
座

で
あ

っ

た
。

ま

た
地

方

は

。
常

磐
津

伊

勢

太

夫

、

常

磐

津

長

門

太

夫
、

常

磐
津

三

輪

太

夫

の

ほ

か
、

三

絃

は
岸

滓

古

式

部

、

岸

滓

市

三
郎

と

い
う

組

と

、

岸

浮

文

蔵

、

岸
浮

古

五

郎

と

い
う

組

が

交

替

で

勤

め

た

よ
う

で

あ

る

。

白

拍
子

楼
木

に
扮

し

た

の

は
三

世

坂

東

三

津
五

郎

で

あ

り

、

こ

れ

は

初

世
三

津

五

郎

の
二

三

回

忌

追

善

の

た

め

に
行

な

わ

れ

た
も

の

で

あ

っ

た

。

ま

た
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ご
0

　
時
0

　
評

判

ぼ

、

荷

九

も

大

で

き

で

三

津
1

　郎

大

嘗

ヴ

也

ご

と

「
歌

舞

妓

年

代

記

」

に

は

書

か

れ

て

い

る

。

最

後

に

『

小

野

道

風

青

柳

硯

』

の

二

番

目

に

上

演

さ

れ

た

長

唄

－
『

京

鹿

子

娘

道

成

寺

』

の

道

行

で

あ

る

常

磐

津

節

『
道

行

丸

い

字

』

に

つ

い

て

述

べ

る

。

ご

の

道

成

寺

は

天

保

三

年

（

一

八

三

二

）

正

月

一

二

日

よ

り

河

原

崎

座

で

上

演

さ

れ

た

も

の

で

白

拍

子

接

木

は

こ

初

世

滓

村

訥

升

で

あ

っ

た

。

こ

の

『

道

行

丸

い

字

』

と

い

う

名

題

は

、

訥

升

の

紋

を

生

か

し

た

も

の

で

あ

る

。

ま

た

「

常

磐

種

宝

の

巻

」

に

よ

る

と

地

方

は

次

の

と

お

り

で

あ

る

。

常

磐

津

小

文

字

太

夫

、

常

磐

津

和

歌

太

夫

、

常

磐

津

佐

宣
『

太

夫

、

三

絃

岸

洋

式

佐

、

岸

滓

扇

蔵

、

上

調

子

岸

滓

仲

助

、

岸

洋

鯉

鮒

助

、

岸

洋

右

吉

、

7
　ふ
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

こ

の

時

の

評

判

は

、

「

歌

舞

妓

年

代

記

績

編

」
ご
に

次

の

よ

う

に

書

か

れ

て

い

る

。

今

度

訥

升

、

片

市

と

同

座

に

成

相

勤

る

珍

し

き

狂

言

故

大

入

も

こ

あ

ら

ん

か

と

思

ひ

の

外

不

入

に

て

残

念

く

尤

上

表

方

に

て

は

大

き
・
に

営

り

し

と

ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・。

ま

た

、
「

歌

舞

伎

年

表

」

に

は

、

「
此

狂

言

思

ひ

の

外

の

不

入

な

り

き

。
」

と

記

さ

れ

て

い

る

。

道

成

寺

の

評

判

、

玄

だ

道

行

の

評

判

は

、

わ

か

ら

な

い

が

、

『

青

柳

硯

』

全

体

と

し

て

は

い

不

入

リ

で

あ

ま

り

芳

し

い

出

来

で

は

な

か

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

き

て

今

ま

で

八

種

の

道

成

寺

道

行

に

つ

い

て

調

査

検

討

を

行

な

つ
て
ぎ
た
の
で
あ

る
が
、
注
意
す
べ
ぎ
点

を
ま
と

ぬ
る
と
次
・
0　よ

う

に

な

る

。

と

で

あ

る

。

ま
ず
主
役
で
あ
る
女
性
の
身
分
、
名
前
が
異
な
る
こ

『
百
千

鳥
娘
道

成
寺
』

に
お

け

る
『
駒
鳥
懸
関
札
』

は

、

そ

れ

以

前

の

傾

城

を

娘

と

し

、

そ

の

名

を

「

舞

姫

風

流

望

月

」

と

し

て

い

る

。

残

り

の

七

つ

は

、

す

べ

て

白

拍

子

で

あ

る

と

思

わ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛
　
　

を
　
　
　

″
　
　
　
　
J

れ

る

が

、

モ

の

名

前

は

現

在

の

よ

う

に

「

花

子

」

で

は

な

い

　
0 ノ

一
　
　
　
　
　
　

四
　
C
　
　
　
　

を
　
j
　
　
l

「

接

木

」

が

一

番

多

く

使

わ

れ

て

い

る

が

、

宝

暦

三

年

の

ｑ

京

鹿

子

娘

道

成

寺

』

で

は

、

平

家

の

臣

尾

形

十

郎

の

妹

（

涵

）

「

よ

こ

ぶ

へ

」

で

あ

り

、

宝

暦

九

年

の

『

九

州

鈎

鐘

岬

』

『

に

お

け

る

『

江

戸

・
　
　

り
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
r
　
　
　
　
　
a
　
　
　
　
　
　
　
J

み

や

げ

所

作

事

』

で

は

、

猟

師

灘

八

の

妹

「

お

み

つ

」

で

あ

る

。

ま

た

、

『

媚

千

種

錦

綸

』
・

で

は

、

「

か

つ

ら

ぎ

」

と

な

っ

て

い

る

。

「

花

子

」

と

な

る

の

は

、

文

政

コ

ー

年

（

一

八

二

九

）

の

『

道

成

寺

思

懸

曲

者

』

か

ら

で

、

し

ば

ら

く

は

、

「

花

子

」
上

と

「

榎

木

」

糸

並

行

し

て

使

わ

れ

て

い

る

。
‘

ま

・
だ

曲

節

は

、

常

磐

津

節

、

竹

本

節

が

多

い

が

、

富

本

節

、

宮

古

路

（

豊

後

）

節

も

あ

り

、

豊

後

系

の

浄

瑠

璃

が

多

く

使

わ

れ

て

い

る

。

し

か

し

清

元

節

ば

使

わ

れ

て

な

い

。

評

判

に

関

し

て

は

、

『

道

行

丸

い

字

』

以

外

の

ど

の

道

成

寺

も

、

大

好

評

を

得

て

い

る

。

中

で

も

空

前

の

大

当

り

を

と

っ

た

宝

暦

三

年

の

『

京

鹿

千

娘

道

成

寺

』

は

、

そ

の

後

の

道

成

寺

舞

踊

に

大

き

な

影

響

を

与

え

た

と

思

わ

れ

、

非

常

に

価

値

が

高

Ｓ
　
Q

t
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△
　
　
　
　

ニ
　

詞

章

の

比

較
　
　
　

△

1
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　

四

い
　
　
　

、
J
　
／
″
　

・
″

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘
　
f

次

に

ご

の

八

種

の

道

行

の

詞

章

を

比

較

し

て

み

た

い

と

思

う

。

『

百

千

鳥

娘

道

成

寺

』

の

道

行

で

あ

る

『

駒

鳥

懸

関

札

』

は

道

行

だ

け

に

別

の

曲

節

が

用

い

ら

れ

た

は

じ

め

て

の

も

の

で

あ

る

が

、

ニ

」

れ

は

後

に

で

ぎ

た

数

々

の

道

成

寺

道

行

に

比

べ

る

と

、

か

な

り

文

が

長

く
f

ま

た

内

容

も

異

な

っ

て

る

。

次

に

全

文

を

掲

げ

て

み

る

。
　
　
　
　
　
　
j

／

『

駒

鳥

懸

関

札

』

（

注
3
4

）

謡

「

お

も

へ

ば

て

ふ

の

ゆ

め

の

よ

に

ウ

う

つ
X

に

か

よ

ふ

た

ま

の

を

を

ウ

む

す

び

と

め

た

る

こ
X

ろ

の

い

と

の

と

も

に

そ

む

る

や

ナ

ポ

リ

こ

む

ら

。

さ

き

中

し

う

は

こ

て

ふ

を

し

ら

つ

ゆ

に

ハ

ル

地

や

ど

か

る

合

つ

き

の

か

ご

二

と

な

る

。

長

地

ゆ

ふ

べ

く

の

ギ

ソ

く

さ

ま

く

ら

。

む

す

び

人

す

人

て

ク

ル

『

た

る

人

わ

か

く

さ

の

。
～

声

ウ

地

ね

。よ

げ

に

み

ゅ

る

を

ん

な

ま

ご

。

ハ

ル

地

’ や

二

つ

す

す

が

た

も

懸

ぐ

さ

の

。

こ

ひ

の

お

も

に

の

中

つ

ｙ

ら

む

ま

入

馬

に

一
　
　

Φ
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　

“・
K
　
　
゛
I
『
6

‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。ヽ
　
　
　
　
　

‘
　
鉢

く

ら

ま

の

ち

ご

ざ

く

ら

　
　
0

合

し

や

ん

と

め

さ

せ

て

く

ち

と

り

て

し

や

わ

｀
　
　
一
　
’
4

‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

φ

せ

よ

し

の

こ

ひ

の

し

ゅ

び

中

な

ウ

さ

け

を

う

つ

す

な

が

し

め

に

ク

ウ

ィ

思

ひ

の

ス

ヅ

ル

フ

ッ

色

を

小

む

ろ

ぶ

し

菊

之

丞

デ

（
　

本

小

ム

乙

フ

シ

せ

き

の

お

地

蔵

は

親

よ

り

ま

し

じ

や

親

も

定

め

ぬ

つ

ま

を

も

つ

中

親

ウ

地

も

ゆ

る

さ

J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
　
　
　

’
　

ｙ

ご

ぬ

つ

ま

ご

ひ

て

。

カ

ハ

リ

ハ

ル

地

身

七

よ

も

。

あ

入

ら

ぬ

う

き

わ

ざ

に

ウ

ギ

上

ｙ

な

ら

わ

ぬ

名

所

ス

カ

ス

奮

跡

を

か

た

る

も

懸

の

つ

な

で

な

は

長

地

た

づ

か

を

む

ち

に

し

ど

け

中

な

り

ふ

ユ

リ

り

め

に

ツ

ク

リ

カ
X

リ

だ

つ

む

す

め

ウ

豆

十

三

次

に

か

く

れ

の

な

い

む

す

め

。

上

む

す

め

。
く

と

か

く

さ

ん

そ

う

に

本

ア

ハ

ブ

ッ

だ

が

呼

子

鳥

遠

入

近

人

の

ウ

タ

ガ
X

リ

あ

だ

ば

し

こ

と

ば

の

あ

さ

っ

ゆ

に

人

ぬ

入

れ

た

す

が

た

の

か

ほ

よ

ど

り

。

「

み

れ

ば

ワ

キ
「

み

か

は

し

「

こ

へ

か

は

し

　
0
見

ウ

ク

ォ

ン

わ

す

れ

て

か

と

ず

が

る

て

か

石

ふ

り

は

な

し

た

る

そ

で

し

が

う

ら

あ

れ

三

保

が

さ

き

か

ぜ

さ

モ

ぶ

ワ

ふ

じ

の

煙

と

む

ね

の

火

と

。

ウ

思

ひ

く

ら

べ

で

。

身

を

こ

が

。
ら

し

の

ウ

恥

り

て

う

き

名

も

世

の

そ

し

り

を

も

。

ツ

テ

つ

み

も

む

く

ひ

も

。

。

キ

未

爽

の

せ

め

も

。

ツ

テ

だ

ん

な

い

く

な

に

。

な

か

な

か

に

人

い

と

は

・
じ

と

お

も

ひ

み

だ

れ

し

く

ろ

か

み

を

。

入

だ

が

人

ゆ

ぶ

な

ぎ

に

も

し

ほ

や

｀く

？

ツ

テ

田

子

の

浦

ぶ

ね

浮

島

が

原

。

「

う

っ

の

山

べ

の

う

っ
X

に

も

「

ゆ

め

I
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
M

に

も

わ

す

れ

ぬ

。

キ

お

も

色

地

か

げ

の

こ

ひ

し

う

て

く

は

る

下

ぐ

ウ

し

た

ひ

き

ょ

見

が

た

。

ウ

い

そ

の

い

は

ね

に

う

っ

な

み

の

と

も

に

く

だ

け

て

ツ

ナ

ギ

ブ

ッ

ち

り

ぐ

と

り

の

。

入

な

い

て

あ

か

し

て

ぃ

器

は

い

な

せ

め

て

ひ

と

よ

は

あ

ふ

ゐ

川

。

ウ

「

あ

ふ

せ

を

松

に

ふ

じ

枝

の

花

の

ゆ

か

り

ゃ

あ

か

ね

さ

す

さ

よ

の

中

山

く

れ

そ

む

る

ハ

ル

七

つ

の

か

ね

に

ウ

こ

し

か

た

の

あ

は

で

わ

か

れ

し

か

な

し

さ

を

。

思

へ

ば

に

く

や

世

の

中

の

ド

か

ね

も

く

だ

け
I

し

ゅ

も

く

も

お

れ

よ

。
’
さ

り

と

て

は

く

懸

を

I
　
　
　
　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　゙

　
　
　
j
　
　
　
　
一
　
　
f
　
　
　
　
　
　

・
　
　

“

し

ら

ざ

る

か

ね

っ

き

の

。

な

さ

け

な

い

ぞ

や

っ

ら

い

ぞ

ｔ
と

ぅ

ら

み

も

ぐ

ず

の

。

ぬ

の

さ

ら

す

ウ

か

け

川

こ

へ

て

ス

カ

ス

行

水

も

。

ウ

わ

が

身

の

末

も

ち

る

は

な

と

観

ず

れ

ば

世

は

あ

だ

な

み

の

。

潰

名

の

は

し

の

ゆ

ふ

し

”
i

‘
　
゛
　
i
　
　
　
l
　
　一
　ノ
　
j
　
r
　
　
　
　
　
　
’
　

｀

ほ

に

さ

し

て

の

ぼ

る

や

し

ほ

み

坂

。

あ

れ

く

。

ウ

あ

れ

も

み

ね

し

ろ

き

カ

ハ

リ

ハ

ヅ

ヽヽ
・
花

の

オ

ソ

梢

の

た

か

し

ツ

キ

ュ

リ

地

力
X

リ

山

み

ち

ゅ

く

人

の

た

も

と

ま

で

。

ウ

さ

く

ら

に

に

ほ

ふ

衣

の

さ

と

き

っ

っ

ウ

な

れ

に

し

ふ

り

袖

に

ぬ

ふ

て

ふ

は

な

の

八

は

し

ゃ

ク

リ

上

水

も

。

く

人

も

で

に

は

や

き

せ

の

い

る

が

ご

と

く

に

な

が

れ

ゆ

く

や

は

ぎ

の

し

ゅ

く

に

ぞ

っ
一
合

に
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け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
〈

こ
の

『
駒
鳥

懸

関
札
』
は
、
恋
0

恨
み

を
述
べ
な
が
ら
恋
し
い
人

を
慕
っ
て
東
海
道
を
上
っ
て
行
く
娘

の
姿
を
描
い
て
い
る
。
後
半

の
「
思
へ
ば
に
く
や
世

の
中

の
。

か
ね
も
く
だ
け
よ
し
ゆ
も
く
も

お
れ
よ
。
さ
り
と
て

は
く

懸
を
し
ら
ざ

る
か
ね
っ
き
の
。
た
さ

け
な
い
ぞ
や
つ
ら
い
ぞ
と
う
ら
み
も
く
ず
の
。
」
と
い
う
詞
章
は
、

こ
れ
以

後
の
道
行
文

に
も
使
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
こ
の
部
分
が
、

鐘
へ
の
恨
み
を
述

べ
て

い
る
点
で
大
変
重
要
だ
か
ら
で

あ
ろ
う
。

こ
0
7　隨
章
は
大
体

に
牡
い
て
七

五
調

で
あ

ご
。
ま
た
「
三
保
が
さ

き
」
「
田
子
0
　
浦
」
「
あ

ふ
ゐ
川
」
な
ど
と
い
う
歌
枕
を
用

い
て
和

歌
的
趣
味
を
お
り
込
も
う
と
し
て

い
る
。

一

六

年

に

初

演

さ

れ

た

『
傾

城

道

成

寺

』
（
『
中

山

道

成

寺

』

ま

た

肺

’
無

間

鐘

新

道

成

寺

』

と

も

言

わ

れ

る

）
の

道

行

文

を

あ

げ

る

こ

と

が

で

ぎ

る
J

し

か

し

、

こ

れ

は

長

唄

の

詞

章
0

　
中

に

含

ま

れ

て

。お

り

、

非

常

に

短

か

く

、

別

名

題

も

用

い

ら

れ

て

い

な

い
J

モ

れ

で

ば

、

た

ぜ

『

駒

鳥

懸

関

札

』

で

は

、

急

に

道

行

文

が

長

く

な

り

、

道

行

に

別

名

題

、一

及

び

本

舞

台

と

は

異

な

っ

た

曲

節

（

宮

古

路

節

）

を

用

い

た
0

　
で

あ

ろ

う
O
・
　
　
　
　
　
　
　

｀
‘`
’
‘”
《
　
バ’？｀
　
　
　
　
　
゛

こ

れ

に

関

す

る

資

料

は

見

い

だ

せ

な

い

が

、

瀬

川

菊

之

丞

は

、

こ

れ

ら

の

趣

向

を

用

い

る

こ

と

に

よ

り

、

目

先

の

変

お

っ

た

新

鮮

味

を

出

そ

う

と

し

た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

ま

た

官

能

的

な

語

『
駒
鳥
懸
関
札
』
以
前

の
、
道
成
寺
道
行
文
と
し
て

は
、
享
保

り

口
で
真
に
迫
っ
た
感

情
表
現

を
す
る
宮
古
路
節
を
用
い
る
こ
と

に
ょ
り
、
道
成
寺
に
着

く
ま
で

の
娘

の
心
情
を
十
分
に
描
こ
う
と

し

た
と
も
思
わ
れ
る
。
特

に
、
『
駒
鳥

懲

関
札
』
は
、
宮
古
路
節

の
禁
止
が
解
か
れ
た
直

後
の
曲
な
の
で
、
観
客

の
期
待
に
応
え
て

宮
古
路
節
を
十
分

に
聞

か
せ
よ
う
と
し
た
の
で

は
な『
い

だ

ろ

う

4
0

カ

で

は
『
駒

鳥

懸

関

札

』
以

後

の
道

行

文

は
、

ど

う

し

て

ま

た

短

く

な

っ
て

し

ま

っ

た

の

か

。

ま
ず

考

え

ら

れ

る
こ

と

は

『゙
駒

鳥

懸

関

札

』

の

よ

う

な

も

の
で
ぼ

、

少

し
長

す

ぎ

る
と

判

断

し

た

の

で

は

な
い

だ

ろ

う

か

。

と

い

う

の

は
『
駒

鳥

懸

関

札
』
の
時

の
宮

古

路

節

の
よ

う

な

新

鮮

な
語

り

口

が

た
く

な

っ
て

い
っ

た

の

で

道

行

が

長

す

ぎ

る
と

、

退

屈

に

な

っ

た

と

考
え

ら

れ

る

か
ら

で

あ

る
。

あ

ゐ

い

ぱ
『
駒

鳥

懸
関

札

』’の

中

心

部
分

だ
け

、

さ

わ
り

の
部

分

だ

け

、

そ

れ

以

後

の

も

の

に

残

し

た

と

い

う
点

か
ら

考

え

れ

ば

。

焦

点

を

は

っ
き

り

観

客

に

印

象

づ
け

よ

う

と

し

た

の

か
も

し
れ

な

い

。

こ

の
よ

う

な

点

に

道

成
寺

道
行

の
舞

踊

史

的

意

義

が

あ

る
と

考

え

ら

れ

る
o

次

に

残

ぴ
の

七

つ

の

道
行

を
比

較

し
て

み

た

い
と

思

う

。

こ

の

七

つ

は
、

大

体

に

お

い

て

よ

く
似

て

い

る

の
で

ま
と

め
て

記

述

す

る

。な

お
、

詞

章

を

記

す

場

合

、

宝
暦

三

年

の
」『
京

鹿

子

娘

道

成

寺

道
行

』（
1

）〈

信
、

屠

庖
1
　い

何
様

把

『
九
洲

鈎

鐘

岬
≒

払

お
廿
循
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『
江
戸

み

や

げ

所

作

事
』
メ
注
3
6）は

⑤
、
『
東

鹿

予

娘

道

成

寺

』
～
に
一

『
‐－
1
1
－
S
9
4
1
1
1
1
4
1
　
d
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
4

－
i
―
　‐
―
　
l
j

成

寺

』

に

お

け

る

『

咲

初

花

振

袖

』
（

住
3
8
）

は

⑥

、
ご
『

結

倣

鹿

子

道

成

寺

』

に

お

け

る

『

道

行

面

影

草

』
（

誌

）

は

㈲

圃

、
『

花

侠

鹿

子

道

ト
　
　

な
ま

め
か

し

ち

ぐ

さ
の
t
i
.
し
き
　
　

ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
　
　

ど
　

む
ら

さ
き

お

け

原

フ

媚

千

種

錦

給

』
（

芸

）

は

⑩

、

　
1江

戸

紫

『

娘

道

、
　
　
　
　
　
　
　

宍
　
　
　
さ

き

そ
め
て

は
な

の

ふ
り
モ

で
　
　
　
　
　

レ
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

ひ
な

ら
ひ
　
　

レ

．

成
寺
』
社

お
け
る

『
道

行
面
影
卿
』（
篤

）
は
開
圃
、
『
京
鹿
子

娘
道

成

寺

』○
に

お
け

る

『
道

行

丸

い
字

』（
注
4
1）

は
の

と
そ

れ

ぞ

れ

略

す

こ

と

に

す

る

。

ま

た

詞

章

を

九

つ

の

グ

ル
ー

プ
に

分

け

て

記

し
ノ

そ

の
通

し

番

号

を

①
？

⑨

ま

で

つ
け

る

こ

と

に
す

る
。

⑥ ①
月

は
ほ
ど
な
く
い
り
し
ほ
の

⑥

月

は

程

な

ぐ

人

し

ほ

の

く
　
　
　
　

」
　
　
　
　

＼

⑩

月

は

ほ

ど

な

く

人

し

ほ

の

く

『
ヽ

I
l
　
　
　
　
　
j
I
j
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

參

丹

は

程

な

く

人

し

ほ
9

ぐ

照

圃

月

は

程

な

く

入

汐

の
　
　

…

…

…

鳳

個

月

は

程

な

く

出

汐

の

ぐ

ぐ

゛
　
　
　
　
　

一
　
　
　
Z

一
I

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

⑥

月

は

程

無

く

入

り

潮
Q

、

丹

は

程

無

く

入

り

潮

の

。

’゙り

‘
l
‐
j｀
’`
・
’`
　｛

‘
’

”ヽ
゛
―
　
　

゛
｀
　
”‘
　
”

”

”

’
　
　
　
　

‘
”
　
　

゛
’

②

じ

士

一

～
　
　
　

土

～
　
　
　

上

上

⑥

け

ブ

む

り

む

ち

く

る

こ

重

つ

ば

ら

」

ご

い

そ

ぐ

と

す

れ

ど

⑩

け

む

り

み

ち

く

る

小

松

ば

ら

い

そ

ぐ

と

す

れ

ど

」

⑩

け

ぶ

り

み

ち

来

る

小

松

原

い

そ

ぐ

と

す

れ

ど

⑥

け

ぶ

り

み

ち

く

る

小

松

原

ヽ

い

そ

ぐ

と

す

れ

ど

＼

。

照

圃

煙

り

満

ち

く

る

小

松

原
　

急

ぐ

と

す

れ

ど

筒

圃

煙

り

み

ち

く

る

小

松

原
　

急

そ

ぐ

と

す

れ

ど

＠

姻

満

ち

来

る

小

松

原

。

急

ぐ

と

す

れ

ど

③
　
　
　
　
　

土
い
　
…

…

…

⑥

こ

ひ

か

ぜ

の

」

ふ

り

そ

で

お

も

く

ふ

き

た

ま

り

」

び

。ら

力

ぼ

う

し

？

。

ふ

は

く

く

と

」

し

ど

け

な

り

ふ

り

オ

く

は

づ

か

し

ゃ

』
　

……
……
‘

⑥

恋

風

の

魯

り

袖

お
」も

く

ふ

き

た

ま

り

び

ら

り

ぼ

う

し

の

ふ

は

く

く

ど

し

ど

け

」

な

り

ぶ

ケ

オ

オ

ぱ

づ

か

し

ゃ

…

…
…‥
　

…
…
…
・
…
…
…
J

⑩

振

袖

に

ひ

ら

り

帽

子

の

ふ

わ

く

と

顔

に

ま

た

た

く

風

の
A
J
が
　

し

」

ど

け

。

な

り

ふ

り

。

ア
X

は

づ

か

し

ゃ

聊

懸

風

の

タ
　

振

袖

重

く

ふ

き

た

ま

り

び

ら

り

ぼ

う

し
0

　
ふ

は

く

と

し

ど

け

な

り

ふ

り

オ
X

は

づ

か

し

ゃ

上

～

」ぐ
…

……
・
…
　

…

…
…
」い
・

岡

謁

振

袖

の
　

ひ

ら

り

帽

子

の

ふ

わ

く

と
　

し

ど

け

な

り

ふ

り

ア

ア

は

ず

か

し

ゃ

圈

圃

恋

あ

づ

ま
　

ふ

り

袖

重

く

ふ

き

さ

そ

う

ひ

ら

ひ

ら

帽

子

の

ふ

ぁ
ｙ

く

と

顔

に

ま

た

洛

く

風

の

と

が
　

し

ど

片

な

り

振

力

臆

づ
～か

七

呻

・

⑥

恋

風

が

、

振

油

重

く

吹

誘

ふ

、

ひ

ら

り

帽

子

の

ふ

わ

く

と

、

顔

に

ま

た
X

く

風

の

咎

、

し

ど

け

形

ふ

り

ア
X

ぱ

づ

か

七

や

、
　

…

…／
一

④
　
　

▽
　
　

＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
……
い…

……
＼

へ
J
J

作
。

⑥

ゑ

ん

を

い
O

り

の

神

な

ら

で

か

ね

の

」

く

や

う

へ

も

の

す

き

ま

い

り

あ

ぢ

」

な

む

す

め

と

人

ご

と

に

わ

ら

は

ざ

わ

ら

へ

も
X

千

鳥

⑥

ゑ

ん

を

い

の

り

の

神

な

ら

で

か

ね

の

く

や

う

へ

物

」

す

き

ま

い

り

あ

ぢ

な

む

す

め

と

人

ご

と

に

わ

ら

は

汗

⑩

鐘

の

供

養

に

物

ず

き

ま

い

り

あ

じ

な

娘

と

。

人

毎

に

笑

は
M

笑

へ
？

潰

ち

ど

り

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

”
　
　
’。
｀ヽ
　

一

櫛

ゑ

ん

を

い

の

り

の

紳

な

ら

で

か

ね

の

供

養

へ

物

ず

き
8
　
り
　

あ

じ

な

娘

と

人

ご

と

に
　

わ

ら

は

ｙ

笑

へ

百
　

チ

鳥

。

岡

順

縁

を

結

ぶ

の

神

か

ら

で

フ

花

の

御

山

え

も

の

月

参

り

あ

じ

な

娘
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i
　
　
、
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　

―
　
　
　
　
　
i
　
　
　
I

。

と
人

毎
に
　
笑

わ
ぽ
笑
え
浜
千
鳥
　

づ

厘
圃

鐘
の
供
養

に
も
の
づ
き
参
。り
　

あ
ぢ
な
娘
と
お
っ
し

ゃ
る
な
　

お

詫
の
な
め
や

恋
0　
た
・め
　
　
　
　
　
　
　

…
…”・

0　
鐘
・’
a供
養

に
か

の
好
参
り
、
鈍
な
娘

と
お
叱
屡

を
、
お
詫
の
種
や
恋

の
t
y

▽
　
　

十
　
　
　

…

…
上
　
　
＼

⑤

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
　

上

y
⑥
君

と
ね
し
」
夜

警

へ
は
に
く
や
」

よ
の
中
の
か
ね
も
く
だ
け
よ
」

し
ゆ
も
く

も
お
れ

よ

⑩
君
と
ね
し
ょ

の
き

ぬ
ぐ

の
あ
か
ぬ
わ
か
れ
の
か
な

し
さ
を
思

へ
ば

に
く
や
」
世

の
中

の
か
ね
も
く
だ
け
よ
し
ゆ
も
く
も
お
れ
よ

⑩
君
と
寝
る
夜
0
　
苛

ぬ
ぐ

を
お
も
へ
ば
に
く
や
世

の
中

の
鐘

も
く
だ

け

よ
し
ゆ
も
く
も

お
れ
よ
。

9　
君
と
上

ね
し
夜
の
き

ぬ
、ぐ

の
。
　

あ
か
ぬ
わ
か
れ
の
か
な
し

さ
を

思
べ

ば
に
く
や
世
の
中
0
　
　
か
ね
も
ひ
ｙ

け

よ
し
ゆ
も

く

も

折

れ

よ
。
　
J
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

冊
圃
貴

身
と
寝

る
夜
の
後
朝
を
　
思

え
ば
憎
や
暁
の
鐘
も
く

だ
け

よ
撞

ご
　
　
木

も
折

れ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈

・………
筒
賜
ぎ
み

と
逢
う
夜
む
つ

ご
と
を
思
え
ば
憎
く
や
　

世
の
中
の
鐘
も
く

だ
け

よ

⑥
君

と
逢

ふ
夜

の
睦
言

を
、
宍思
へ
ば
憎
や
世
の
中

の
、
鐘

も
砕
け

よ

⑥ ⑥
さ
り
と
て
は
」
く

恋
を
し
ら
ざ
る
鐘
っ
き
」
の
な
さ
け
な
い
ぞ
や

う
ら
め
し
と
」
わ
す
る
A
ひ
ま
も
な
み
だ
川
恋
ど

こ
ほ
り
に
と
ぢ

ら
れ
て
身
を
切
く
だ
く
」
う
き
思
ひ

⑩
さ
り
と
て

は
く

」
恋

を
し
ら
ざ
る
か
ね
っ
き
0
　
な
さ
け

な
い
ぞ
や

…
…
5
ら

み
し

ど
わ
す

る
と

谷

ま
も
な
み

だ
川
こ
ひ
の
こ
ほ
裡
に
と
ぢ

ら

れ
て
身

を
」ノ
き

び
く
だ
く
う
き
思

ひ
・
　
ニ

⑩
さ
り
と
ぱ
ぐ

懸
を
知
ら
ざ
る
鐘
っ
き
の
情
な
い
ぞ
や

ご
に
ぐ

ら
し

い
0　
わ
す

る
る
ひ
ま
は
涙
川
懸
の
氷
に
と
ぢ
ら
れ
て
身

を
き
り
く

だ

く
う
き
思
ひ
う
き
ね
の
お
し
の
小

夜
衣
世

を
七
人

を
も
う
ら
む

會
怒

參
さ
り
と
て
　

は
。
さ
り
と
て
は
。
懲
を
知
ら

ざ
る
か
ね
っ
ぎ
の
情
な

い
ぞ
や
う
ら

め
し
と
忘

る
-
Aひ
ま
ち
涙
川
。

。
懸
の
こ
ほ
秒
に
と
ぢ

ら
れ
て
身

を
き

ぴ
く
だ
・
く
う
き
思

ひ
　

十
　

…

…
…

冊
聯
合
リ

と
て

は
く

縁

の
し
が
ら
み
せ
き

止
め
て
I

．
G
　
　
　

。

開
圃

ふ
だ
か
け

の
　
鳥

を
憎

ん
だ
そ
の
罰
か
　

わ
が
つ
ま
恋
し
い
君
い

と
し
　
忘

る
X
暇
の
泊

川
　

恋
の
氷
把

と
ぢ
ら

れ
て
身
壮
切
り
く
だ

く
憂
き
思

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＼
　
　

上
一
　
　
△
。

⑥
鶏
鳥
の
、
鳥
を
憎

ん
だ
そ
の
罰
か
、
我

が
夫
恋
し
、
君
ゆ

か
し
。
忘

る
X
隙

も
な
み

だ
川
、．
恋
の
氷
に
閉

ぢ
ら
れ
て
J

身
を
切
力
く
だ
ぐ

憂
き
思

ひ
、

⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
　
　
　
　
　
　
　
　

」
～
、

⑥
恋
を
す
る
身

は
は
ま
べ
の
」
ち
ど
り
夜
ご
と
ぐ

に
袖
し
ぼ

る
し
ょ

ん
が
へ
」
君

に
あ

ふ
夜

は
こ
ず
ゑ
の
か
ら
す
か
三は
い
』

ぐ

と
ひ
斧

よ
せ
て
し
ょ
ん
が
へ

⑤
恋
を
す
る
身

は
は
ま
べ
0
　
ち
ど
り
」

夜
ご
と
ぐ

に
袖
し
ぼ

る
し
ょ

ん
が
へ
君

に
あ

ふ
夜

は
こ
ブ
ず
へ
の
か
ら
す
か
は
い
く

と
ひ
き
ょ

せ
て

し
ょ
ん
が

ヘ
　
　

ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜
し

⑩
懸
を
す
る
身

は
　
浪
逞
の
千
鳥
　

夜
毎

々
々
に
　
そ
で
し
ぽ

る
し

ょ

ん
が
へ
　
君

に
あ
ふ
夜

は
あ
わ
ざ
の
．か
ら
す
　

か
は
い
可
愛
と
ひ
き

し
め
て

し
ょ
ん
が
へ
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0　
1　
を
す

る
身

ぼ
潰
4
　
の
千
島
　

夜
毎

々
々
に
植
し
ぽ
る
し

。
ん
が

べ

君
に
あ
ふ
夜
は
梢

の
鳥
　

か
は
い
く

と
引

寄
せ
て
し

ょ
ん
が
へ

個
圃

恋
を
す
る
身

は
浜
辺
の
千
鳥
　

夜
毎
く

に
袖
し
ぼ

る
し

ょ
ん
が

え
　

可
愛
く

と
し
き
し
め
て
し
ょ
ん
が
え

閣
固
恋

を
す

る
身

は
浜
辺
の
千
鳥
夜
毎
く

に
袖
し
ぽ

る
し

ょ
ん
が
え

可
愛

い
く

と
引

き
し
め
て
し
ょ
ん
が
え

⑧
恋

を
為

る
身
は
浜
辺
の
千

鳥
、
夜
ご
と
夜

ご
と
に
袖
絞
る
、
し
ょ
ん

が
え
可
愛
可
愛
と
引

き
締
め
て
、
し

ょ
ん
が
え

⑥ ⑧
か
わ
す
」

ま
く
ら
の
か
ね
こ

と
に
又
の
御
げ

ん
は
い
つ
か
は
」
と

心

づ
く
し
の

年
月

は
か
ど
に
松

た
つ
あ
し
」

だ
よ
り
む
め
が
香
に
ほ

ふ

ま
ど
の
う
ち
」

さ
く
ら
も
ち
り
で
さ
な
へ
と
る
ほ
た
る
」

の
ゆ

ふ
べ

さ
み
だ
れ
に
蚊
や
り
ふ
す
」
ぶ

る
の
き
の
つ
ま
あ
き
か
せ
そ

よ
と
」

お
と
づ
れ
て
た
の
も

に
お
つ

る
か
り
の
」

こ
五

げ
に
月

な
ら
ば
十
三

夜

き
ぐ

の
」

し
た・
露

ぬ
れ
モ

め
て
つ
ま
こ
ひ
」

か
ぬ
る
さ
を
し
か
や

を
し
の
ふ
す

ま
」
の
う
す
こ
ほ
り
こ
れ
み

な
こ
ひ

の
」
い
ろ
と
香
に

か

た
り
あ

か
さ

ぬ
よ

は
も
」
な
し
わ
か
れ
お
し
め
ど
あ
か
つ
き
の
」

か
ね
は
や

な
り
て
と
り
の
こ
ゑ

⑩
か
へ
す
」

ま
く
ら
・の
か
ね
ご
と
に
ま
た
の
御
け
ん

は
い
う
か
は
と
心

つ
く
し
の
」
と
し
月
は
か
ど
に
松

た
つ
あ
し

た
よ
り
梅
が
香
に
ほ
ふ

ま
ど
」
の
内

さ
く
ら
も
ち
り
て
さ
な
へ
と

る
螢
の
夕
べ

さ

み

だ

れ

に
」

か
や
り
ふ
す
ぶ
る
軒
の
つ
ま
秋
風
そ

よ
と

お
と
づ
れ
て
た
の
毛

に
お
う
る
」
か
り
の
こ
ゑ
げ
に
月

な
ら
ば
十
三
夜
菊
の
下

露
ぬ
れ
そ

め
て
つ
ま
恋
」
か
ぬ
る
さ
を
鹿
や

お
し
の

ふ
す
ま
の
う
す
ご
ふ
り
こ

れ
み

な
恋
の
い
ろ
と
か
に
う
つ
る
や
」

し
き
の
折
ご
と
に
君

と
ひ
よ

ぐ
0
　
床
の
内

か
た
り
9
　さ
。蹊
よ
眼
も
だ
し

れ
か
加

齢
し
」よ

ご
お

加

っ
き

の
か
ね
は
や
な
り
て
鳥
の

脈
1
　
　
　
　

十
　
　
　
　

＼

ぺ。

⑩

か
は
す
枕
の
か
ね
ご
と
に
門

に
松
立
つ
あ
し
た
に
は
梅
が
香
か
ほ
る

憲
の
内
楷
ち
散
り
て
早

苗
時
螢

の
ゆ

ふ
べ
。
さ
み
だ
れ
や
蚊

遣
り

ふ

す
ぼ
る
軒
の
っ
ま
秋
風
そ

よ
と
音
づ
れ
て
田
の
面

に
お
っ

る
扇
の
聾

げ
に
月

な
ら
ば
十
三
夜
菊
の
霜
月
ぬ
れ
そ

め
て
わ
か
れ
は
か
址
き
鳥

の
こ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。。

⑥
か
は
す
枕

の
か
ね
ご
と
に
　

又
の
御
げ
ん
は
い
っ

か
は
と
ノ
心
づ
く

し

の
年
月

ゆ
門

に
松

た
っ
あ
し
た
よ
り
　
梅

が
香
に
ほ
ふ
窓
め
内

楼
も
散
り
て
早
苗
と
る
螢
の
夕
べ
　

五
月
雨

に
　
蚊
や
り
ふ

す
ぶ
る

軒
の
っ

ま
。
　

秋
風
そ
よ
と
音
づ
れ
て
m
の

も
に
落
っ

る
雁
の
聾

～

宣
に
月

な
ら
ば
十
三
夜
　

菊
の
下
露

ぬ
れ
そ

め
て
。
ら

ま
懸
か
ぬ
る

さ
を
鹿
や
を
し
の
ふ
す
ま
の
薄
氷
こ
れ
皆
懸
の
色
と
香
に
　
　

う

っ

る
や
四
季
の
お
り
ご
と
に
。
　
君

と
比
翼
0
　
床
の
内
語
9
　明
　
が

さ
ぬ
夜
半
も
な
し
　
別

れ
を
し
め
と
暁

の
鐘

は
や
鳴
り
で
鳥
の
聾

照
圃
交
す
枕
も
鐘

ご
と
も
上
田
面

に
落
っ

る
圃
の
声
　
　

ご
　
　

ノ

閣
圃
交
す
枕
の
か
ね
ご
と
に
　

門

に
松
立
づ
あ
し
た
に
は
　

梅
が
香
か

お
る
窓
の
う
ち
　
桜

檀
散
り
て
早
苗
時
螢
の
夕
五
月
雨

や
　
蚊
や
り

ふ
す
ぼ
る
軒
の
っ
ま
　
秋
風
そ

よ
と
言
伝
づ
れ
え
　
田
面

秤
み
いっ
る

雁
の
声
　
実

に
月

な
れ
ば
十
三
夜
　

菊
の
下

露
濡

れ
染
め
て
　
っ

ま

こ
い
か
ぬ
る
さ
も
し
か
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・‘

⑧
濡
れ
て
ぬ
る
夜
の
予

言
に
、
門

に
松
立
つ
朝
に
は
、
梅

が
香
か
を
る

岸

の
う
ち
、
桜
も
散

り
て
早
苗
時
、
螢

の
夕
五
月
雨

や
、
蚊

青
火

ぶ

す
ぼ

る
軒
の
端
、
秋
風
そ

よ
と
訪
れ
て
’、
m

の
面

に
落
ら

る

雁

の

声
、’
げ
に
月

な
ら
ば
十

三
夜
、～
菊
の
下

露
濡
れ
初
め
て
、
妻
恋
ひ

か
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ぬ

る

小

牡

鹿

の

、
　
　
　
　

～

上

。」
　
　
　
　
　

…
　
…

…

…

∇
づ

⑨
　
　
　
　
　
　
　
　

・へ
　
　
　
　
　

＼
　
　
　

＼

……
…｛

…

…
…

⑥

だ

ｙ

｝

わ

れ

を

の

み

お

ひ

く

る

か

と

と

が

な

き

」

か

ね

を

う

ら

み

に

し

此

っ

み

と

が

の

」

か

ず

く

は

よ

む

と

も

っ

き

ぬ

ま

」

さ

ご

ぢ

を

い

モ

く

こ
X

ろ

か

ま

だ

」
’
く

れ

ぬ

日

た

か

の

て

ら

に

ぞ

っ

き

に

け

る

⑤

だ
I

我

を

の

み

追

く

る

か

恚

と

が

な

き

』ご
か

ね

を

恨

に

し

此

っ

み

と

が

の

数

ふ

は

よ

む

と

も

っ

き

ぬ

ま

さ

ご

ぢ

を

】
人

か

こ

ち

て

行

道

恚

」

い

そ

ぐ

心

か

ま

だ

く

れ

ぬ

日

あ

し

も

高

き

桜

か

げ

し

ば

し

と

て

一
　
　一
　
I
d
I
　
J

こ

そ

た

ど

わ

け

る
　
　
　

。
　
　

ド
　

＜
　
　
　

＼

し
　
　

ド

一

⑩

だ

ド

わ

れ

を

の

み

お

ひ

く

ゐ

か

と

咎

な

き

鐘

を

う

ら

み

七
4

　
こ
一
の

っ

み

と

が

の

か

ず

く

を

。

よ

む

と

も

っ

き

じ

玄

さ

ご

に

も

ひ

か

り

。て

り

そ

ふ

寺

の

名

も

金

か

く

寺

に

ぞ

っ

き

に

け

り

く

。

⑥

だ

汗
J
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
　
　
　■

数

々

は

讃

谷

之

も

去

き

ぬ

員

砂

路

を

。

一

人

か

こ

ち

て

行

道

も

い

そ

I
　
h`
f
I
四
I
I
I
　
　
　
　
　
　
　

■
　
　
　
　
　
　
　
f
　

Φ
　
　
　
・
s
　
l

ぐ

心

も

法

の

道

。

供

養

の

庭

に

ぞ

っ

き

に

け

り

供

養

の

庭

に

ぞ

っ

萱

け

り

。
（
筆

者

注

「

に

」

脱

功
ｙ
　
　
　
　
　
　
l

”`

‐
”

・゙
’‘
　
　
　
　
F

’
r
　
　
　
　
。
　
　
　
　、
f
　
　―
　
　
r
　
　
　
　
　
　
1
　
　

。

照

圃

か

た

わ

れ

者

に

追

い

く

る

か

と
　

科

な

き

鐘

を

恨

み

し

も
　

モ

の

罪

科

の

数

夕

を

よ

め

ど

も

尽

き

じ

真

砂

路

の
　

急

ぐ

所

は

は

な

早

き

…
……

道

成

寺

に

こ

そ

着

に

吟

り
　
　
　
　
　
　
　

上
　
　

…

…

ド
レ
　

ー

腸

圃

が

い

（
筆

者

注

「
た

だ
「

ご

わ

れ

を

の

み

送

る

か

と
　

科

な

き

＆
　
■
　
I
I

二
鐘

凌

賎

ふ

み

し

。
」
の

罪
1

　
の
徹

々

を
　

読

む

ど

も

つ

き

じ

真

砂

路

急

そ

ぐ

と

す

れ

ど

ま

だ

く

れ

ぬ
　

日

高

の

寺

犯

ぞ

着

に

け

り
　

つ

き

に

け

り
　
　
　
　

～
　
　
　
　
　
　

ト
　
　
　
J
　
　
　
　
L

＼

⑥

だ

ｙ

我

を

の

み

追

ひ

来

る

か

と

、
1

　
無

き

鐘

を

恨

み

し

も

、

此

罪

科
一

旬

激
ユ

を

、

弄

む

泡

心

っ

唐

じ

真

砂

道

、

急

ぐ

と

す

れ

ど

ま

だ

暮

れ
I

ぬ
、
日
高
の
寺
に
ぞ
着
ぎ
に
け

る
、三
日
高
の
寺
に
ぞ
着
き
に
け

器
’
」

こ

の
ごよ
ケ

に

、△
こ

れ

ら

七

つ

の

詞
寧

ぼ
、

よ

く

似

て
叶

る

が

部
分

的

に
異

な

フ
て

い

る
。

そ
め

異

な

っ
て

い
。る
点

を
グ

ル

ー
プ
別

沁

み

て

い
く

と

、
　

次

の

よ

う

に

な

る

。
①

で

は
、
』
き
凹

だ

け

が

「
入
し
ほ
の
」
で

は
な
く

「
出
汐
の
」
、
⑤

で
は
、

⑥
、

⑥
、
參
、

⑥

に

’
「

懸

風

」

と

い

う

詞

章

が

入

っ

て

い

る

の

に

対

し

、

⑩

、

岡

圃

で

は

、

モ

の

詞

章

が

用

い

ら

れ

て

い

な

い

。

∇

ま

ご
た
7

’。’－

西

郷

で

ニ

は

χ。

。
　
　

’
4

「

恋

あ

づ

ま

」

と

な

ヤ

て

い

る

。

④

で

は

、

「

ゑ

ん

含

・
い

の

ケ

。」
ノ
0

　
。

類

の

言

葉

が

、

⑩

、

岡

国

、

⑧

で

は

欠

如

し

て

い

る

。

ま

た

⑥

、

⑥

、

⑥

で

は

「

百

千

鳥

」

と

な

っ

て

い

る

の

に

対

七

、

⑩

、

賄

圃

ノ

で

は

「

浜

千

鳥

」

と

な

っ

七

い

差

イ

⑤

に

お

い

て

は

、
0

　

こ

⑩

ヽ

｝……

⑥

に

だ

け

「

あ

か

ぬ

わ

か

れ

の

か

な

し

さ

を

」

と

い

う

詞

章

が

・
用

い

ら

れ

、

ま

た

開

圃

、

⑧

に

は

「

し

ゅ

も

く

も

お

れ

よ

」

が

用

い

ら

れ

て

い

な

い

。

⑥

で

は

、

㈲

圃

が

極

端

に

短

く

、
～

酋

が

他

よ

り

や

や

詳

し

く

長

い

。

ま

だ

圀

只

⑥

で

は

、

他

と

は

異

な

り

、

r
r
I
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
I
I
　
I

’
I
j
　
　
　
　
　

～
“

「

ふ

だ

か

け

の
　

鳥

を

憎

ん

だ

そ

の

罰

か

」

。
等

と

な

づ

て

い

る

。

。

⑧

に

お

い

て

も

、

岡

腸

だ

け

が

極

端

に

短

い

贈

ま

・ か

、

⑩

、

岡

国

、

上

⑥

は

、

⑥

、

⑩

、

⑥

の

後

半

を

省

略

し

た

形

と

な

っ

て

い

る

。

⑨

ご

で

は

、

⑥

、

開

圃

、

⑧

が

土
「

日

高

の

寺

」

、

八

⑩

が

「

金

か

く

寺

」

、
…

…
…

゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
″
、
　
　
　
　
　
　
　

―

⑥

が

「

供

養

の

庭

」

、

照

圃

が

∇

「

道

成

寺

」
＼

と

な

っ

」
て

い

△

る

ド

声

だ

の

で

は

特

に

場

所

を

指

定

し

て

い

な

い

。

以

上

か

ら

も

察

せ

ら

l
　
r
r
　
i

刄

れ

る

よ

う

に

、

⑥

八

⑤

、

匈

は

ほ

と

ん

ど

同

文

で

三
島

吝

。
『

玄

だ

～



道成寺道行考】
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a

1 3
一
一

。
Z
　

／
　
　
4
4
　

・
　
　
　
　

χ
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

￥
　
　
゛
　
　
　

一
　
　
　
I
I
　
　
　
I

鳳

圃

と

⑩

も

非

常

に

似

よ

く

て

い

る

。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＼

｛

丁

内

容

と

し

て

は

、
〈

ど

の

詞

章

も

「

君

と

ね

し

夜

の

き

ぬ

く

「『
の

あ

か

ぬ

別

れ

の

か

な

七

さ

を

お

も

へ

は

に

く

や

よ

の

中

の

か

ね

も

く

泄

け

よ

し

ゆ

も

く

も

お

れ

よ

』

（

⑥

）

に

あ

た

吝

と

こ

ろ

が

中

心

部

分

で

あ

力

、

府

と

別

れ

る

後

朝

の
I

鐘

や

鶏

鳥

の

憎

さ

、

そ

し

て

何

の

咎

も

な

い

鐘

や

鶏

鳥

を

恨

ん

だ

そ

の

罪

で

あ

る

の

か

、

恋

し

い

人

に

会

え

な

い

娘

が

、

そ

の

恋

の

恨

み

、

つ

ら

み

を

く

ど

I♂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
　

リ

ぐ

ど

述

べ

な

が

ら

道

成

寺

（

⑩

で

は

金

か

く

寺

）

ま

で

や

っ

て

く

る

様

子

を

あ

ら

ぬ

し

て

い

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。。

ま

た

、

』

」

の

七

つ

の

道

行

は

先

に

述

べ

た

『

駒

鳥

懸

関

札

』

の

よ

う

に

歌

枕

が

読

み

込

ま

れ

て

い

な

い

。

『

駒

鳥

懸

関

札

』

の

中

心

部

は

、

そ

の

ま

ま

受

け

継

か

れ

生

か

さ

れ

て

は

い

る

か

、

ど

ち

ら

か

と

言

え

ば

、

能

『

道

成

寺

』

の

道

行

に

大

き

く

幅

を

持

た

せ

た

よ

ケ

な

形

に

な

っ

て

い

る

。

と

こ

ろ

で

、

現

在

、

道

成

寺

舞

踊

と

言

え

ば

、

安

珍

、

清

姫

の

後

日

物

語

で

あ

り

、

道

成

寺

の

鐘

供

用

の

日

に

清

姫

の

亡

霊

が

白

拍

子

に

な

っ

て

現

わ

れ

る

筋

だ

、

と

一

般

に

は

思

わ

れ

て

い

る

。

確

か

に

能

岫

道

成

寺

』

に

つ

い

て

は

、

疑

い

な

く

道

成

寺

に

ま

う

お

る

伝

説

の

後

目

物

語

で

あ

り
3

＼゙

大

久

間

陸

子

氏

も

、
　
　
　

』一
　
　
f
四

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

ノ

謡

曲

「

道

成

寺

」

の

後

日

譚

は

、

現

在

の

道

成

寺

を

舞

台

と

し

／

て

、

古

く

こ

の

寺

の

鐘

に

宰

つ

わ

る

物

語

を

挿

入

し

、

現

在

の

一

物

語

の

中

に

過

去

分

物

語

を

再

現

し

だ

。

（

芯

）
　
　
　

…

…

…

と

述

べ

て

お

ら

れ

る

。

し

か

し

、

現

在

検

討

し

て

い

る

こ

れ

ら

八

種

の

道

成

寺

に

つ

い

て

は

ど

う

で

あ

ろ

。う

が

。

い「

元

亨

樺

書

」

こ

そ

I
　
　
　
　
　
　
　

■
　
　
　
　

一
　
　

■
　
　
　
　
d
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
1
　
f

「

道

成

寺

縁

起

絵

巻

」

等

の

伝

説

に

何

ら

か

の

関

帳

が

あ

る

一

の

だ

ろ

う

か

　
0

「

歌

舞

妓

年

代

記

」

「

歌

舞

伎

年

表

」

な

ど

の

資

料

を

も

゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　

““
　
　
　

―
　
♂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j
　
　
　
1
1

』゙
　
I
゛
　
　
S
　
　

摯

と

に

、

僅

か

ば

か

り

の

考

察

を

試

み

た

い
Q

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
　

″゙
　
　
　

］

』
　
　
　

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
i
　
　
　
　

～
　
f
　

’“
i
　
　
　

‘
i

『

駒

鳥

懸

関

札

』

に

お

い

て

は

、

主

役

は

舞

姫

風

流

望

月

、

ま

た

鐘

供

養

の

場

所

は

箱

根

と

な

っ

て

お

り

、
～

道

成

寺

の

所

作

を

し

た

と

い

う

だ

け

で

、

伝

説

と

は

何

の

関

係

も

な

い

よ

う

で

あ

る

。

ま

た

宝

暦

三

年

の

『

京

鹿

子

娘

道

成

寺

』

の

長

唄

正

本

の

詞

章

は

。

現

在

唄

わ

れ

て

い

る

詞

章

と

ほ

と

ん

ど

同

文

で

あ

る

。

し

か

し
S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。‘

゛
S
　
　
　
y
　

―
　！。
　
　
　

″
　
　
　
　

゛
　
I
J
　

“
X
l

平

家

の

臣

尾

形

十

郎

の

妹

横

笛

が

、

主

家

の

御

曹

子

に

懸

し

、

嫉

妬

に

狂

っ

て

兄

の

手

に

か

か

る

。

モ

の

亡

霊

が

白

拍

子

と

な

っ

て

道

成

寺

の

鐘

供

養

に

現

れ

る

筋

だ

っ

た

が

、

道

成

寺

と

い

っ

で

も

賓

は

名

ば

か

り

で

、

現

存

紀

州

の

そ

れ

で

は

な

か

っ

た

ら

し

い

。

（

注
4
3

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
　

万

。。

と

、

渥

美

清

太

郎

氏

が

言

わ

れ

て

い

る

よ

ケ

に

、

亡

霊

は

一

般

に

清

姫

と

言

わ

れ

る

娘

の

亡

霊

で

は

な

ぐ

、

玄

だ

ス

ト

ー

リ

ー

右

道

r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j
　
　

。

｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　

一

成

寺

に

ま

つ

わ

る

諸

伝

説

の

後

日

物

語

で

は

な

い
Q

‘一
　
　
　
　
　

‘。

。‘’
」

I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

『

江

戸

み

や

げ

所

作

事

』

に

つ

い

て

も

「

歌

舞

伎

年

表

」

に

ゴ

犀

I
　
　
　
　
　
I
　
　
　
j
　
　
　
　
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
I
　

ｙ
　
　
　
j
‘

八

妹

お

み

っ

、

同

亡

魂

に

て

道

成

寺

所

作

」

と

書

か

れ

て

い

石

ご

と

か

ら

わ

か

る

よ

う

に

、

『

京

鹿

子

』

こ
と

同

様

の

こ

と

が

言

え

る

。
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『
媚
千

種

錦

給

』

で

は
白

拍
子

の
着

い

た
場

所

が
金

閣

寺

で

あ

る

こ

と
、

ま

た

「
歌

舞

妓

年

代
記

」

に

「
誠

は
唐

土
の

臣
下

相

夫

官

と
名

乗

び
て

、

先

帝

太
子

を
抱

き
現

出

る
」

等

と

書

か

れ

て
い

る

こ

と

か
ら

も

察

せ

ら

れ

る

よ

う

に
、

道

成

寺

伝

説

に

は

何

の

か

か

お
り

も

な
い

よ

う

で

あ

る

。

宜

だ
白

拍

子

が

亡

霊

で

あ

る

の

か
、

ど

う

か
も

は

っ

き

り

し

な

い
。

残

り

の
囚

つ
に

つ

い

て

は

、
白

拍

子

の
着

い

た
場

所

が

、
「
供

養

の

庭
」
、
「

道

成
寺

」
、
「
日

高

の
寺

」

と

な

っ
て

い

る

こ

と

か

ら
、

お
そ

ら

く

亡

霊

で

あ

ら

わ

れ

た

の
で

あ

ろ
ラ

と

思

わ

れ

る

。

し
か

し
諸

伝

説

の

後

日

物
語

で

あ

る

の

以

上

の

よ

う

に
、

こ

の
問

題

に
っ
い

て

は

不
明

解

か
部

分

が
多

い

。

し

か

し

捨
て

切

れ

ぬ
恋

へ

の
恨

み

を

持

っ

た

女

の
道

行

（

多

く

は
亡

霊

の

道

行
）

と

い

う
点

で

は
二

致

し

て

い

る

。

そ

し

て

、

こ

れ

ら

の
道

行

は
、

多

少

詞

章

に

違

い

は

あ

っ
て

も

、

道

成

寺

舞

踊

の
出

端

の
部

分

と

し

て

重
要

な

位
置

を
占

め
て

い

る
の

で

あ

る

。

三
　

道

成

寺

道

行

と

『
日

高
川

』

と
の

比

較

次

に

、
安

珍
、

清

姫

の
伝

説

を

取

り

扱

っ

た
日

本

舞

踊

で

あ

る

義

太

夫

の

『
。目
高

川

』

を
取

り

あ

げ

、

道

成
寺

道

行

と
ど

の
よ

う

な

違

い

が
あ

石

の

か
考

え

て

み

た

い

。

こ

の

『
日

高

川

』（
注
4
4）。は

、

近
松

半

二

、
有

田

小

出

夥

ら

令

作

の

『
日

高

茜
入

湘

花

王

』

の
I

節

で

、

そ

の

梗

概

は

次

の

と

お

り
で

あ

る
。
　
　
　
　
　

上

～
J’

安

珍

を
追

っ
て

日

高
川

ま

で
来

た
清

姫

は

、

川

岸

に

渡
守

を
岑

っ

け

、
「
の

う
自

ら

は
道
成

寺

へ

急
ぐ

も

の
早

よ

う
川

を

渡

し

て

た

べ
　
阜

よ

う

く

」

と
頼

む
。

と

こ

ろ

が

安

珍

に

こ

う

し

た
女

子

が

来

た

ら

必

ず
渡

し
て

く

れ

る

な
と
r
.
金

を
渡

さ

れ
頼

ま
れ

た

I

渡

守

は

、

そ

の

旨

を
説

明

し
て

清
姫

を

追

い

払

う

。
清

姫

は
涙

に
。

く

れ

て

い

た

が

、

や

が
て

こ

の
身

は

川

水

の

底

の

も

く
ず

と

な

る

と

て

も

憎

し

と
思

う
一

念

通

さ
で

お

く

べ

き

か

と
。川

辺

に
立

寄
、

る

。

す

る

と

水
面

に
映

っ
。
だ

の
は

大

蛇

の

姿

で
あ

っ

た
。

も

は

や

安

珍

と

は
添

わ

れ

ぬ

と
悟

っ

た
清

姫

は

、。
取

り

殺

さ
い

で

お
く

べ

き

か

と

、
歯

を

か
み

な
ら

し

、

あ

た

り

を

に
ら

ん
で

火

炎

を

吹

き

日

高
川

に
飛

び
入

っ

た
。

こ

の

『
日

高

川

』士
の
最

も

大

き

な

特

色

は
、

題

名

の
如

く

日

高

川
0

場

面

が
中

心

に

な

っ
て

い

る

こ

と

で
あ

る
。

日

高

川

を

清

姫

I
　
　
　
　
J
　
　
　

少

（

女
）

が

蛇
体

に

な

っ
て

渡

る

話

は

、
第

一

章

で

述

べ

た

と

お

り

、
「
道

成

寺

縁

起
檜

巻

」
に

始

め
て

み

ら

れ

る
。

後

世

、

こ

の
檜

巻

の
異

本

と

さ

れ

る

「
日

高

川

雙

紙

」
（

賢

學

草

子

）

で

は

、一
道

成
寺

と

い

う
名

は
出

て

こ

ず

、
［
古

寺

］（
注
4
5）と
記

さ
れ
て

い

る

だ

け

で
、
「
日

高
川

」

が
中

心

部

分

と

な

っ

て

い

る

。

つ

ま

り

。
日

本

舞
踊

『
日

高

川

』

は

。

こ

れ

ら

の
影

響

を
受

け

て

作

ら

れ

た

も

の

と
思

わ
れ

る
。

ま

た
能

『
道

成
寺

』

忙

お
け

る
一
ワ

キ

の
語
万

の

部
分

、
十
　
　
　
　
　
　

ノ
　

レ
　

…

…

…
　

…

…

…
ゝ

”

’
　`

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
j
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奥

よ

り

熊

野

へ
年

詣

で

す

る

山

伏

の

お

り

し

が

、

荘

司

が

も

と

を

宿

坊

と

定

め

い

つ

も

か

の

所

に

来

り

ぬ

、

荘

司

娘

を

寵

愛

の

あ

ま

り

に

、

あ

の

客

僧

こ

そ

汝

が

妻

よ

夫

よ

な

ん

ど

と

戯

れ

し

を

、

幼

心

に

ま

こ

と

と

思

ひ

年

月

を

送

る
（
注
4
6）

な

ど

も

詞

章

に

お

い

て

影

響

を

与

え

て

い

る

よ

う

で

あ

る

。

ま

た

、

こ

の

『

日

高

川

』

は

所

謂

「
道

成

寺

道

行

」

の

よ

う

な

演

出

法

で

は

な

く

て

、

道

行

自

体

が

独

立

し

た

一

曲

の

舞

踊

と

な

っ

て

お

り

、

花

道

だ
いけ

で

な

く

、

本

舞

台

を

も

使

用

す

る

演

出

と

な

っ

て

い

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。。

と

こ

ろ

で

「
道

成

寺

道

行

」

の

多

く

が

、

恋

に

激

し

い

恨

み

を

尤

つ

女

の

亡

霊

の

道

行

で

あ

る

の

に

対

し

、
『

日

高

川

』

で

は

清

姫

、

彼

女

自

身

の

道

行

で

あ

る

。
「
道

成

寺

道

行

」

の

中

に

は

、

日

高

川

な

ど

と

い

う

場

面

は

な

い

。

た

だ

鐘

に

恨

み

を

持

つ

白

拍

子

（

あ

る

い

は

、

舞

姫

）

が

、

つ

れ

な

い

恋

を

嘆

き

つ

つ

道

成

寺

ま

で

や

っ

て

来

る

、

そ

う

い

う

道

行

な

の

で

あ

る

。

モ

れ

が

『
旧

高

川

』

で

は

清

姫

と

船

頭

と

の

間

に

、

セ

リ

フ

の

や

り

取

り

が

盛

ん

に

行

な

わ

れ

、

最

後

は

清

姫

が

蛇

体

に

な

り

川

に

飛

び

込

む

、

と

い

う

迫

力

の

あ

る

も

の

に

な

っ

て

い

る

。

ま

た

曲

節

が

義

太

夫

で

あ

る

か

ら

、

一

層

人

を

引

き

っ

け

る

魅

力

を

持

っ

た

舞

踊

と

な

る

の

で

あ

ろ

。

つ

ま

り

力

強

く

豪

壮

な

感

じ

の

義

太

夫

を

使

う

こ

I
　
　
　『
　一一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

と

払

よ

り

、

清

姫

の

恨

み

を

強

く

人

に

訴

え

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

あ

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ド

と
こ

ろ

で

「
道

成

寺

道

行
」

は
、

花

道

で

踊

ら

れ

、
・『
旦

局
川

』’

は
本

舞

台

で

踊

ら

れ

る

の

で

あ

る

が
、
「
道

成

寺

道

行
」

が

普

通

の

娘

の
踊

り

で

あ

る
の

に

対

し

、
『
日
高

川

』

の

清

姫

は

、

一

般

に

は
人

形

振

り

で

踊

ら

れ

る

こ

と

に

な

っ
て

い

る
。

こ

れ

は

な

ぜ

で
あ

ろ
う

か
。

し

い

て

考

え

れ

ば
、

義

太

夫

が
人

形

浄

瑠

璃

に

使
三

わ

れ

る

こ
と

か
ら

、

従

米

の
踊

り

に

人
形

振

り

と

い

う
新

し
い

趣

向

を

加
え

て

人

々

を
引

き

つ
け

よ

う

と
し

た

の

で

は

な

い

か
。

あ

る
い

は

、

激

し

い
恋

の
情

念

・

恨

み

に

怒

り

狂

っ

た
女

の

姿
を
・感

情

の

な

い
無

表

情

な
人

形

の
振

り

で

演

じ

る

こ

と

に

よ

り
、

新

鮮

な
雰

囲

気

を

出
モ

う

と

し

た
9

で

は
な

い

だ

ろ

う

か

。

し

か

し

、

い

つ

の
頃

か
ら

こ

の

清

姫

が
人

形

振

り
で

踊

ら

れ

よ

う

に

な

っ

た

の

か
、

は

っ
き

り

し

た

こ

と

は

わ

か

ら

な

い
。

と

こ

ろ
で

名

古
屋

に

ゆ
、

常

磐

津

『
新

清

姫

』～
と
い

う

も

の
が

あ

る

が
、

こ
れ

に

つ
い

て

は

、

本

誌

、

安
田

文

吉

先

生

の
論

文

を

参

照

さ

れ

た

い

。
　

～
　
　

宍

第

三

章
　

道

成

寺

道

行

の

舞

踊

史

的

意

義

最

後

に

結

論

と

し

て

道

成

寺

道

行

に

ど

の

ニ
よ

り

な

舞

踊

史

的

意

義

が

あ

る

の

か

考

え

て

み

た

い

。

論

を

進

め

る

に

あ

た

・り

、

決

行

忙

本

舞

台

と

は

別

の

曲

節

を

用

い

た

と

い

う

こ

と

、

ま

た

宝

暦

三

I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
I
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　

｀
　
　
　
　
　
　
　
　
F

年

の

『

京

・ 鹿

子

娘

道

堺

首

玉

挫

ヤ

て

拡

ノ

別

名

題

が

硬

わ

れ

㈹
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之

い

’う

こ

と

、

道

成

寺

に

ま

つ

わ

る

伝

説

に

は

何

の

関

係

も

な

い

と

・
と

等

に

注

目

し

た

い

・
と

思

う

。

…

…

…

…

、

…
　
　

…
　
　

…

ご

先

に

述

べ

た

道

成

寺

道

行

の

曲

節

は

、

宮

古

路

節

、

常

磐

津

節

、

富

本

節

、

竹

本

節

で

あ

る

が

、

『

仄

戸

み

や

げ

所

作

事

』

以

外

吻

ど

の

道

成

寺

も

本

舞

台

で

は

長

唄

を

囲

い

て

い

る

。

な

ぜ

道

行

だ

け

に

別

名

題

を

用

い

作

曲

右

異

に

七

た

の

か

、

九

重

左

近

氏

j
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　

ｙ

x

＾
f

　
　
　　
　
　　
　
　
.
 
.

I
　
　

’
　
r
f
　

‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛

”`
　
　
。’
゛
　
　
　
　
　
　
　
　

’
　
　
　
　

゛
　
　

“

道

行

の

み

、

作

曲

を

異

に

す

る

の

は

、

道

行

に

於

け

る

時

恚

、

舞

※

に

於

け

る

時

と

の

気

分

の

相

違

を

表

は

す

の

が

目

的

で

あ

ド

ら

う
7
1
3

　
」
思

は
1

　

る

が

、

道

行

忙

可

成

主

き

を

置

か

た

事

が

覗

は

い
れ

る

。

（

注
4
7

）
　
　
　
　
　
　
　
　

丁
　
　
　
　
　

一

と

述

べ

て

お

ら

れ

る

。

確

か

に

白

拍

子

、

あ

る

い

は

舞

姫

が

道

成

寺

傭

で

や

お

て

く

る

道

行

と

道

成

寺

に

着

い

七

か

ら

の

本

舞

台

七

考

訂

雰

個

気

を

変

え

よ

う

と

し

た

か

も

し

れ

な

い

。

し

か

し

、

そ

れ

だ

け

で

は

な

く

、

新

鮮

な

目

新

し

い

趣

向

を

加

え

る

こ

と

に

よ

r
　
　
　

『
　
　

・
　
　
　
　
　

゛

り
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
J

四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

り

人

々

を

引

き

付

け

よ

う

と

し

た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

ま

祐

一

一
　
　
　
　
I
I
 

い
　・

ｔ
　
　
　
　

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
　
　

、
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

、

七

の

道

行

が

、

道

成

寺

全

体

か

ら

考

え

て

、

よ

り

大

切

な

。も

の

で

あ

っ

た

か

ら

こ

そ

、

別

名

題

を

用

い

刎

作

曲

を

し

た

の

で

は

な

い

゛
ｓ

一
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
I
I

φ

μ

‘
　
　
　
　
　
　
　

｛

¢
　
　
　
　
　
　
　

。
　
　
　

い
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ
　
　
。

だ

ろ

う

か

。

白

拍

子

あ

右

い

は

舞

姫

が

、

恋

に

激

し

い

恨

み

を

抱

6
　
　
｀
　
　
　

。
　

’
　

ゝ
　
　
　
　

、

『
　
　
　
　

’

・

貪

な

が

ら

道

成

寺

ま

で

や

っ

て

く

る

そ

の

道

行

は

、

単

純

で

は

あ

っ

七

も

『

道

成

寺

』

全

体

を

凝

縮

し

た

寮

の

で

な

く

て

は

な

ら

尨

い

‘ 。

単

な

る

美

し

い

白

拍

子

の

道

行

で

は

な

く

、

何

か

無

気

味

さ

を

感

じ

さ

せ

る

も

の

で

な

く

て

は

な

ら

な

い

と

思

う

の

で

あ

る

。

‘

こ

の

道

行

部

分

で

役

者

は

自

分

が

抱

い

て

い

る

、

つ

れ

な

い

恋

へ

の

執

念

、

ま

た

鐘

に

大

変

な

恨

み

を

持

っ

て

い

る

こ

と

等

を

、

観

一
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
1
1
7
　

一
　
四
　
　

―

“
d
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

“
　
　
　
四
j

’

客

に

語

ら

ず

し

て

箇

じ

さ

せ

な

ぐ

て

は

な

ら

な

い

。

も

し

こ

の

道

行

に

お

い

て

観

客

を

『

道

成

寺

』

の

雰

囲

気

に

引

き

入

れ

る

こ

と

が

で

き

な

か

っ

尤

な

脊

ば

、

そ

の

舞

踊

は

失

敗

で

あ

る

。

つ

ま

り

、

こ

の

道

行

は

『

道

成

寺

』

と

い

う

舞

踊

に

と

っ

て

大

変

重

要

な

部

分

な

の

。で

あ

る

。

だ

か

ら

こ

そ

別

名

題

を

作

り

、

別

に

作

曲

を

し

か

の

七

あ

右

う

　
0
……

…

と

こ

ろ

で

、

こ

れ

ら
9

『

道

成

寺

』

は

、

先

に

も

述

べ

た

よ

う

に

、

道

成

寺

に

声

つ

釘

石

諸

伝

説

、

い

わ

ゆ

る

安

珍

、

清

姫

の

話

I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
I

“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
j
　
゛

に

は

、

何

の

関

連

性

も

な

い

。

で

は

、

な

ぜ

『

道

成

寺

』

ご

と

名

づ

I
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　

－
　
　
　
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
l
　
　
　
j
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j

へ
　
　
　
　

“四
　
　

’
　
　

ノ

け

、

『

道

成

寺

』

の

所

作

を

し

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

～
こ

れ

は

三

単

な

る

推

測

に

す

ぎ

な

い

が

、

恋

の

執

念

に

燃

え

た

女

の

姿

を

清

姫

に

’。

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
j
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
　
　

、
χ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

い
見

い

叫

し

て

い

る

か

ら

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

う

れ

な

い

恋

に

コ
い

か

り

狂
7

た

に
で

の

姿

を

清

暇

を

通

し

で

つ

ま

り

。

道

成

寺

の

所

作

を

通

し

て

表

現

し

よ

う

と

し

た

か

ら

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。
ニ

」

の

よ

う

な

点

に

七

コ

『

道

成

寺

』

‘

の

舞

踊

史

的

意

義

が

あ

る

と

思

わ

れ

渚

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

…

…

…
　
　

ご
　

□

道

行

に

関

七

て

郡

司

正

勝

氏

は

次

の

よ

う

に

述

べ

て

お

ら

れ

る
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
〈
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ず

べ
I
Iて

が

龍

め

ら

れ

て

お

。
り

、

あ

る

い

は

、

ド

ラ

マ

自

体

が

道

行

で

あ

る

場

合

屯

し

ば

し

ば

で

、
」

』

の

国

の

芸

能

ほ

ど

、

舞

台

と

い

っ

た

制

約

さ

れ

た

場

で

、

道

行

と

い

ケ

。お

よ

そ

非

舞

台

的

な

性

格

の

も

の

を

、

そ

の

特

色

と

し

て

き

た

こ

と

は

比

類

が

な

ｓ
　
　
″・″
　
　
・
’
J
　
。
　
　
　－
　

ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f

い

の

で

は

あ

る

ま

い

か

・

（

注
4
8
）

と

こ

ろ

で

、

こ

の

道

成

寺

道

行

は

当

時

の

舞

踊

界

に

お

仏

て

、

づ

ど

の

‘」よ

う

な

役

割

を

果

た

し

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

は

じ

め

て

道

成

寺

道

行

に

別

の

曲

節

が

使

わ

れ

た

『

駒

鳥

懸

関

札

』

以

前
0

　
道

行

と

し

・
て

は

、

近

松

の

『

曾

根

崎

心

中

』
、

『

心

中

天

網

島

』
、

『

冥

途

ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

l♂

の

飛

脚

』
・。

な

ど

が

あ

る

が

、

ど

れ

も

死

を

基

点

と

し

た

心

中

の

遊

行

で

あ

る

、
。

死

に

向

っ

七

進

ん

で

い

く

道

行

が

全

盛

で

あ

っ

た

時

代

に

、

道

成

寺

道

行

の

多

く

が

そ

う

で

あ

る

よ

う

な

、

「

亡

霊

の

道

行

」

が

行

な

彭

れ

た

と

い

う

こ

と

は

、

大

変

珍

し

く

価

値

の

あ

る

事

だ

と

思

う

。

「

道

成

寺

道

行

」

の

多

く

が

「

亡

霊

の

道

行

」

に

な

ヤ

た

の

は

、

ほ

と

ん

ど

能

。
『

道

成

寺

』

の

趣

向

を

受

け

継

い

だ

た

め

。で

あ

る

。

能

に

お

い

て

は

『

道

成

寺

』

に

限

ら

ず

シ

テ

が

亡

粟
G

姿

で

橋

が

か

り

を

通

る

も

ひ

は

、

『

清

経

』

、

『

敦

盛

』

な

ど

″

『
　
　

｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

数

多

い

。
宍

吝

て

、

こ

の

「

亡

霊

と

し

て

道

行

」

、

つ

ま

り

鐘

へ

の

執

心

が

捨

て

切

れ

ず

死

後

も

亡

霊

と

な

っ

て

再

び

道

成

寺

へ

や

っ

て

き

た

女

い

つ

ま

り

美

し

さ

、

華

や

か

さ

、

無

気

味

さ

を

備

え

た

白

拍

子

の

道

行

は

、

「

心

中

の

道

行

」
△

と

は

異

な

っ

た

道

行

の

世

界

を

生

み

出

し

た

の

で

あ

る

。

こ

の

よ

う

な

点

か

ら

考

え

て

、

「

道

成

寺

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

÷－
　
　
　
X
　
　
　
I
　
　
　
I

道

行

」

の

創

作

は

・。、

歌

舞

伎

舞

踊

史

上

、

ま

た

日

、本

舞

踊

史

上

非

常

忙

意

義

の

あ

る

先

の

で

あ

っ

た

と

言

え

よ

う

。

そ

し

て

「

道

成

I
　
　
　
　
　
4
　

‘
　
　
　
　

『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

”

’
よ

い
　

‘

“

寺

物

』

ど

い

デ

ー

ジ

ャ

ソ

ル

を

築

く

ほ

ど

に

発

展

し

た

舞
9

　

『
1

　

成

寺

』

の

要

の

部

分

に

「

道

行

」

は

位

置

七

て

い

・
る

め

で

歯

石

ノ

‘
　
　
　

”
　
　

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘
　
　
　
　
　
　
　

。
”
　
　
　

。。’

ゝ

く
　
　
　
　
　

’
｀

古

典

を

伝

示

し

つ

つ

も

、

大

き

く

変

化

し

て

い

る

歌

舞

伎

舞

踊

界

、

月

本

舞

踊

界

に

お

い

て

万
『

道

成

寺

』

と

い

う

舞

踊

が

、

ゆ

る

ぎ

の

な

い

位

置

を

確

立

し

た

の

は

、

こ

の

「

道

行

ト

の

多

大

な

功

Q
　
　
。
　
　
　
　

・
i
　

咽一

績

に

他

な

・
ら

な

い

と

私

は

考

え

る
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

”

｀
　・

‘`
い
　
＼
へ

本

稿

を

ま

と

め

る

に

あ

た

っ

て

、

本

学

教

授

清

水

功

先

生

、

本

学

常

勤

講

師

杉

戸

清

彬

先

生

、

本

学

非

常

勤

講

師

安

田

文

吉

先

生

四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

｀
　四
　
4
　
　
・

］
　
’
　
　

｀
’ノ

『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
　
　
　
　
　
　
　

・
　
　
　
　

・
　
　

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　

χ
　
　
　
　

‘
｀

に

多

方

面

に

わ

た

っ

て

御

教

示

を

頂

い

た

。

心

か

ら

感

謝

の

意

を

表

し

ま

す

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｛

＼
　
　
　
　
　

ニ

…
…

・
……

ミ
　
　

＼
　
　
　
　

～
　

上

～

十

’

注
　
　
　
　
　
　
　

＜

1

、
2

、

「

歌

舞

妓

年

代

記

」

、

「

江

戸

芝

居

年

代

記

」

で

は

「

結

倣

」

が

［

結

倣

］

、

「

面

影

草

」

が

「

面

影

車

」

と

な

っ

て

い

る

が

、

本

論

文

は

、

「

近

世

邦

楽

年

表

」

に

基

づ

い

た

。
　
　
　
　
　
　
　
　

「
　
　
　
　

。

3

ヽ

゛
近

世

邦

楽

年

表
　

常

磐

津

゜

富

本

゜

清

元

の

部

」

で

は

ヽ

’

撒

示

丸

い

字

』

と

仮

名

が

ふ

っ

て

あ

る

。

ま

た

「

江

戸

近

世

舞

踊

史

り

四

四
頁
で

は
、『
道
行

丸

い
文
字
』
と
な
っ
て
い

る
。

4
、
2
8、
「
歌
舞
伎
年
表
」
で
は
、
宝
暦

九
年
と

な
っ
七

い
る
が
、
「
日

本
庶
民
文
化
史
料
集
成
第

十
四

巻
」
所
収

の
「
許

多

脚

色

帖
」

で
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は
ヤ

宝

暦

十

年

と
記

さ

れ

て

い

る
。

5

、
1
1
、
4
6
、

「
日

本

古

典

文
学

大

系
4
1
・
謡

曲

集

下

」
〈

岩

波

書

店

▽

に

よ

る
。

6
、
7

、

「
日

本

思

想

大

系
フ

・

大

日

本
国

法

華

経

験

記

」
〈

岩

波

書

店

▽

の

本

文

に

よ

る

。

8

、

「
国

史

大

系

、
第

拾

四

巻

、
元

亨
輝

書
」
Λ
吉

川

弘

文

館

▽

に

よ

る
。

9

、
1
0
、
「
日

本

給

巻

物

全

集
1
8
・

道

成
寺

縁

起

給

巻

」
Λ
角

川

書

店
v

に

よ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

1
2、

高

野

辰

之

著

「
日

本

演

劇

の
研

究

・
第

二

集

」
〈

改

造

社
v

に

よ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ド

1
3、

式

部

節

‥
古

浄

瑠

璃

の

一

曲

節

。
江

戸

の
広

瀬

式

部

太

夫

が

創

始

者
。
貞
享
・
元
禄
（
一
六
八
四
～
一
七
〇
三
）
ご
ろ

流

行

し

た
。

『
高
砂
相
生
松
≒

平

安

城

都

定
』
『
蓬
莱
山
』
な
ど
の
語
り
物
が

あ

る
。

4

ヽ

1

4
7、
九
重
左
近
著

「
江
戸

近
世
舞
踊
史
」

Λ
萬
里
閣
書

房
▽
に
よ

る

Q

i
n

　
r

1

「
日
本
歌
謡
集
成
、
巻
六
・
近
世
篇
、
第

十
四
・
長
歌
古
今
集
」

に
よ
る
。

1
6、

「
日
本
歌
謡
集
成
、
巻
一

よ
る
。

ハ
・
近
世
篇
、
第
二
十

万

松
の
葉
」
に

1
7、

「
江
戸
芝
居
年
代
記

」

‥
三
田
村
鳶
魚
編

「
未
刊
随
筆
百
種
」
第

十
一
巻
所
収
、

Λ
中
央
公

論
社
▽

1
8、
「
歌
舞
妓
年
代
記
」
で

は
七
月
十
五
日
よ
り
、
市

村
座
、
名
題

は

『
開
間
今
川
状
』
と
な

っ
て
い
る
。

1
9、
2
6、
三

歌
舞
妓
年
代
記
J
　
U
よ
る
。

20
r
　
　
　
　
t
r
^
　
f

n
Z
一

1

／
・

C
＜
1

C
＜
I
　
r

n
乙

「
歌

舞

伎

年

表
」

に

よ

る
。

「
歌

舞

伎

年

表

ヤ

で

は

「
正

月

十

五

日

よ
り
J
　　　
A
J記

述

さ

れ

る

　
0

「
歌

舞

妓

年

代

記
」

で

は

『
第
四

ば

ん
目

』

恚
な

っ
て

い

る

。

2
3、
2
4
　
、
3
5

、

安
m

文

吉

先

生

御

教

示

の

上

野

学

園

日

本

音

楽

資

料

室

御

所

蔵

「
長

唄

原

本

集

成

」

巻

二

に

よ

る

。
　
　
　
　
　

＼

2
5、

「
い

が

や

‥
江

戸

の

歌

舞

伎

の

正

本

の

版

元

の

一

つ

。

代

々

、

伊

賀

屋

勘

右

衛

門

を

名

乗

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　

△

2
9、
3
0

、
3
1

共

に

安

田

文

吉

先

生

御

教

示

の

上

野

学

園

旧
一
本

音

楽

資

料

一
I
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　一
　
　
　
I
　
　
I
　

一
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
一

室

御

所

蔵

の

正

本

に

よ

る

。

32

｀●

3

Ｓ

3

「
近
世
邦
楽
年
表
」
で
は
五
月
十
七
日
と
な
っ
て
い
る
。

4
3、
渥
美
清
太
郎
著
「
歌
舞
伎

舞

踊
」
Λ
東
京
創
元
社
V
に

よ

る

○

3
4、
3
7、
3
8、
高
野
辰
之
編

「
日
本
歌
謡
集
成
、

3
6、

「
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
、
第
十
四
巻
、

る
。

39
、
4
0
、

る
。

巻
十
」
に
よ
る
。

許
多
脚
色
帖
」
に
よ

4
4、
森
治
市
朗
篇

「
日

本
舞
踊

曲
集
覧
」

Λ
創
思
社
▽
に
よ

り

4
　
1、

會

江

清

雄

著

ノ
「
常

磐

津

と

舞

踊

続

」

Λ

常

磐

津

舞

踊

全

集

刊

行

ぐ

会

▽

所

収

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

4
　
2、
大
久
間
陸
子

「
浄
瑠
璃

『
用
明
天

皇
職
人
鑑
』

に
つ

い
て
」
（
「
和

洋
國
文
研
究
」
第
1
5号
　

昭
和
5
4年
1
2月
）
刊

に
よ
る
．

4
　
5
、
古
寺

‥
「
日
本
給
巻
物
全
集
1
8
、
酒
井
家
菩
蔵
、
賢
學
草
子
」
把

よ
る
Q
 
.
 
.
 

■
 

・
       ■
 
;
!
.
.
.
.
.
.

4
　
8、
郡
司
正
勝

「
道
行
の
芸
能
の
心
」
（
「
国
文
学
」
第
1
8巻
第
9

号

昭
和
4
8年
7

月
刊
）
に
よ
る
．
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…
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ヽ
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